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地域で支えあえば、
認知症になっても大丈夫
地域で支えあえば、
認知症になっても大丈夫

令和5年「二十歳のつどい」に出席した23
人のみなさん。これからの未来を担うみな
さんの今後の活躍に期待します。

特
集
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　みなさんは、認知症と聞いてどんなことを連想しますか。
　親やパートナーだけでなく、自分も発症するかもしれない

認知症は、決して他人事ではありません。
　今月は、認知症の人やその家族をサポートするみなさんや
制度を紹介します。だれもが安心して暮らせる社会のために、
認知症について自分に何ができるか考えてみませんか。

地域で支えあえば、
認知症になっても大丈夫

2012
年

2015
年

2020
年

2025
年

2030
年

2040
年

2050
年

0

275

550

825

1,100

462
525

631
730

830

953
1,016

誰
も
が
な
り
う
る
認
知
症

　
認
知
症
は
、
認
知
機
能
が
低
下
し
、
日

常
生
活
に
支
障
が
出
て
く
る
状
態
を
い
い

ま
す
。
65
歳
以
上
の
認
知
症
の
人
は
、

2
0
2
5
年
に
は
約
7
3
0
万
人
と
5
人

に
一
人
が
認
知
症
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
を
と
る
ほ
ど
認
知
症
に
な
り

や
す
く
な
り
、
80
歳
を
超
え
る
と
認
知
症

有
病
率
が
2
割
を
超
え
、
90
歳
以
上
の
男

性
で
は
4
割
、
女
性
で
は
7
割
を
超
え
ま

す
。
高
齢
化
が
進
め
ば
、
認
知
症
は
ま
す

ま
す
身
近
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

　
一
方
若
く
て
も
、
認
知
症
を
発
症
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
65
歳
未
満
で
発
症
し

た
若
年
性
認
知
症
の
推
定
発
症
年
齢
の
平

均
は
51
・
3
±
9
・
8
歳
で
、
3
・
57
万
人

い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
（
2
0
2
0
年

現
在
）
。

特集

こんなことがあったら認知症かもしれません

□数分前、数時間前の出来事をすぐ忘れる
□同じことを何度も言う・聞く
□しまい忘れが増えて、いつも探し物をしている
□昔から知っている物や人の名前が出てこない
□同じものを何個も買ってくる
□日付や曜日がわからなくなる
□慣れた道で迷うことがある
□出来事の前後関係がわからなくなる
□手続きや貯金の出し入れができなくなる
□状況や説明が理解できなくなる、テレビ番組の
　内容が理解できなくなる
□運転などのミスが多くなる
□仕事や家事・趣味の段取りが悪くなる、時間が
　かかるようになる
□調理の味付けを間違える、掃除や洗濯がきちん
　とできなくなる
□身だしなみを構わなくなる
□洗面や入浴の仕方がわからなくなる

※各年齢の認知症有病率が上昇する場合
（資料）厚生労働省

5人に一人が
認知症に!

65歳以上の認知症になる人の将来推計
(万人）
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　認知症は、正常に発達した脳の機能が、何らかの原
因で障害され、脳の機能低下により日常生活に支障
が出る病気です。意図的に「やらない」のではなく、

「できない」状態になってしまったので、できなく
なったことを頑張るのではなく、家族に手伝っても
らったり、福祉サービスを上手に利用して補うこと
を考えましょう。
　認知症になるということは、脳が弱ってきている
ということなので、頑張らせてはいけません（そもそ
も頑張れない）。あれこれ悩んでいる脳より、よく
笑っている脳の方が健康的です。脳が喜ぶことをす
るのが予防にもなると思います。
　認知症の人は、認知機能の低下により、外界の状況
を正常に把握できず、常に困惑の中にいると推測さ
れます。そのため、認知症の人と接するときは、「私は
あなたの味方ですよ」という思いで接するだけで、認
知症の不安の中にいる人には大きな助けになります。
　ふだんから、自分だけでできないことは手伝って
もらう、そして困っている人がいれば自分のできる
範囲で手伝ってあげるという関係をたくさん持って
おくことが大事です。けして孤独や孤立することの
ないよう、「手伝ってもらう」ようにしてください。

68％

その他
8％

20％

4％
1％

　認知症は心の病気ではなく、脳の病気です。
認知症にはその原因などにより、いくつかの種
類があります。

認知症を知ろう

前頭側頭葉型
認知症
　感情の抑制がきか
なくなったり、社会
のルールを守れなく
なるといったことが
起こります。

アルツハイマー型認知症
　昔のことはよく覚えていますが、最近のことは記憶で
きません。軽度の物忘れから徐々に進行し、やがて時間
や場所の感覚がなくなっていきます。

レビー小体型認知症
　現実にはないものが見
える幻視や手足が震えた
り筋肉が固くなるといっ
た症状が現れます。歩幅
が小刻みになり、転びや
すくなります。

脳血管性認知症
　脳血管障害が起こる
たびに段階的に進行し
ます。また障害を受け
た部位によって症状が
異なります。

認知症の種類

笑顔を忘れず、
脳が喜ぶことをしよう

土田  正一郎さん
（俱知安厚生病院医師）

認知症に関わる人の声

　認知症を受け入れ、支えることは簡単ではありません。家族などの大切な人が認知症になると、これまでの日
常が日々変化していきます。実際に「認知症」に向き合う人からの相談の一部を紹介します。       （資料）ニセコ福祉会

時々、まったく動けな
くなる。病院で検査を
してもどこも悪くない。
母に痛みを聞いても

「大丈夫」という。杖な
しでスムーズに歩くこ
ともあるし、どうして
なんだろう？

自分で服を着ることが
できるのに、脱ぐこと
ができないのはどうし
てか。入浴のときに動
作が止まる。

夜眠れないようで、朝方
にウトウト。朝、起きら
れずにデイサービスに
行けない。話をしている
だけで動き回らないの
でそのままにしている
が、それでよいのか。

母親の介護のため、実家
に戻った。私のことを娘
だとわからない。夫の妹
だと思っている？（親切
な良い人という認識）娘
だと言い続けて、思い出
させた方がよいのか。

（写真提供：俱知安厚生病院）
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　町では、認知症になっても安心して生活できる地域づ
くりを目指し、地域包括支援センターやニセコ福祉会で、
認知症に関するさまざまな支援を行っています。

　地域包括支援センターでは、土田医師、役場の保健
師で認知症初期集中支援チームを組んで認知症の人
に関わる相談にのったり支援をしています。認知症は、
周囲のサポート体制が重要です。今はインターネット
で認知症について多くの情報があふれていますが、そ
れぞれの症状に合わせた対応を検討し、支援すること
が重要です。気になったら気軽に相談してください。
チーム員の土田医師が毎月来てくれるので、その日に
あわせて相談に来てもらって、そこから本人の受診に
つながることもあります。
　ニセコ町は全道の中でも高齢化率が低く、高齢者を
支える若い人たちが多いのが特徴です。若い人たちに
認知症サポーター養成講座などを受けてもらって、町
全体で高齢者を支える地域づくりをしていけたらう
れしいです。また、認知症と診断を受けたあとも、でき
るかぎり住み慣れたニセコ町で、その人らしい生活を
継続できるよう、本人や家族と悩みを共有しながら、
一緒に問題解決の糸口をみつけていきたいと考えて
います。

知
症
が
疑
わ
れ
る
人
や
認
知
症
の
人
の
ご

家
庭
を
訪
問
し
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
困

り
ご
と
の
相
談
に
の
り
ま
す
。
そ
の
後
、

主
治
医
や
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
ご
本
人
や
ご
家
族
に
合
わ

せ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の「
身
近
な
応
援
者
」

と
な
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。お
お
む
ね
5
人
以
上
が
集
ま
れ
ば
、

ご
都
合
の
良
い
日
時
、
場
所
に
保
健
師
な

ど
が
お
伺
い
し
、
認
知
症
の
症
状
や
治
療
、

認
知
症
の
人
と
接
す
る
と
き
の
心
構
え
な

ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
講
話
・
相
談
、
保
健
師
に
よ
る
健
康

相
談
を
行
う
「
す
こ
や
か
健
康
教
室
」
や
、

作
業
療
法
士
、
歯
科
衛
生
士
が
個
人
の
健

康
状
態
に
合
わ
せ
て
、
体
、
顔
、
口
な
ど

を
動
か
す
体
操
を
指
導
す
る
「
介
護
予
防

教
室
（
貯
筋
教
室
）」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
介
護
予
防
事
業
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護

や
福
祉
、
健
康
な
ど
、
地
域
で
暮
ら
す
高

齢
者
の
み
な
さ
ん
を
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら

総
合
的
に
支
え
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。

■
問
合
せ
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
（
ニ
セ
コ
町
役
場
内
）　

　
　
　
　
　
　
　

    　

担
当
＝
青
木
・
大
橋

　
　
　

    　

℡
0
1
3
6
|

44
|
2
1
2
1

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
、
医
療
・
福
祉
・

介
護
の
専
門
職
で
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
認

町
全
体
で

高
齢
者
を
支
え
る

地
域
に
し
て
い
き
た
い

大橋  朗さん
（地域包括支援センター保健師）

ほがら



|  2023  | 2月号  ｜  広報ニセコ04

特　

集

　

認
知
症
に
な
っ
た
り
、
認
知
症
の
家
族

の
介
護
を
し
て
い
て
も
、
人
に
手
伝
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
や
り
た
い
こ
と
は
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
や
認
知
症

の
家
族
の
状
況
を
隠
さ
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。決
し
て
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

で
き
な
い
こ
と
は
手
伝
っ
て
も
ら
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
早
期
発
見
、
早
期
受
診
も
重
要

で
す
。病
気
が
理
解
で
き
る
時
点
で
受
診
し
、

少
し
ず
つ
理
解
を
深
め
て
い
け
ば
生
活
上

の
障
害
を
軽
減
で
き
、
そ
の
後
の
ト
ラ
ブ

ル
を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
障
害
の

軽
い
う
ち
に
障
害
が
重
く
な
っ
た
と
き
の

後
見
人
を
決
め
て
お
く（
任
意
後
見
人
制
度
）

な
ど
の
準
備
を
し
て
お
け
ば
、
認
知
症
で

あ
っ
て
も
自
分
が
願
う
生
き
方
を
全
う
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
自
分
が
認
知
症
に
な
っ

た
ら
、
な
に
が
や
り
た
い
で
す
か
。
ど
ん

な
人
生
を
送
り
た
い
で
す
か
。

　

 

認
知
症
に
な
っ
て
も
や
り
た
い
こ
と
を

叶
え
る
た
め
に
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
一

緒
に
考
え
て
く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る

地
域
は
、
認
知
症
の
人
だ
け
で
な
く
、
だ

れ
に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
し
、
み
な
さ

ん
の
周
り
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、

で
き
る
範
囲
で
手
伝
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

地
域
で
支
え
あ
え
ば
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
大
丈
夫
、
な
の
で
す
。

　ニセコ福祉会では、地域包括支援センターと一緒に認
知症に関する相談を受けています。コロナ前はデイサー
ビスセンターで、土田医師や保健師に来てもらって介護
者交流会を開催していましたが、コロナ禍で集まること
が難しくなったので、昨年から電話相談も始めました。
多面的なアドバイスができるようチームで相談にあ
たっています。
　認知症の人が以前好きだったことを、デイサービスで
やってもらうようにしたら喜んで通ってきてくれるよ
うになるなど、福祉会では「つなぐ」ことを重視していま
す。デイで焼き芋会をやると事前に伝えたら、利用者が
家で薪をつくって持参してくれたこともありました。認
知症になっても、昔のことは覚えているので、自分なり
にできることを考えて、取り組んでくれたときはすごく
うれしかったです。
　本人も介護者も一人にならないことが重要です。居宅
のケアマネージャーは在宅での生活を支える専門職で
す。施設に入る前にできることがたくさんあります。さ
さいなことでも気軽に相談してください。

介
護
者
交
流
会

　

認
知
症
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
ご

家
族
同
士
の
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
へ
の
理
解
を
少
し
ず
つ
深
め
る
と

と
も
に
、
介
護
に
つ
い
て
の
不
安
・
悩
み

を
お
互
い
に
話
し
合
え
る
場
で
す
。
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
看
護
師
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
前
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

介
護
な
ん
で
も
相
談
会

　

介
護
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
綺
羅
乃
湯
や
役
場
で
相
談
会

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
福
祉
用
具
や
介
護

用
品
の
展
示
・
使
い
方
の
説
明
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
午
前
8
時

半
〜
午
後
5
時
半
）
に
は
、
電
話
で
の
相

談
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

2
月
・
3
月
に
も
相
談
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
に
折
り
込
む
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
ニ
セ
コ
福
祉
会

　

ニ
セ
コ
福
祉
会
は
、
地
域
に
暮
ら
す
誰

も
が
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
い
生
活
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
ニ

セ
コ
ハ
イ
ツ
）、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業

（
ぐ
る
〜
ぷ
ほ
〜
む
き
ら
里
）の
経
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
／
ニ
セ
コ
福
祉
会
居
宅
介
護
支

　

援
事
務
所　

　
　
　
　
　
　
　
　

    

担
当
＝
本
間
・
田
中

　
　
　

    　

℡
0
1
3
6
|

44
|
1
9
6
0

「
つ
な
ぐ
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
に

生
活
を
支
え
ま
す

田中  弘枝さん
（ニセコ福祉会・介護支援専門員）

ひろえ
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な
っ
て
し
ま
っ
た
。ニ
セ
コ
ミ
ラ
イ

は
２
期
目
の
集
合
住
宅
、シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
が
ね
ら
い
。高
気
密
高
断
熱
に

し
て
燃
料
費
も
あ
ま
り
か
か
ら
な

い
よ
う
に
す
る
。

　

民
間
に
も
集
合
住
宅
を
建
て
て

ほ
し
い
と
お
願
い
し
て
い
る
が
、ど

こ
も
人
手
不
足
。木
材
や
資
材
の
値

上
が
り
で
建
設
が
進
ん
で
い
な
い

状
況
。集
合
住
宅
の
建
設
が
早
ま
る

よ
う
努
力
す
る
。

◆
参
加
者
か
ら

・
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
止
ま
っ
て
い

　
る
が
、新
幹
線
開
通
が
遅
れ
た
ら

　
並
行
在
来
線
の
廃
止
も
遅
ら
せ

　
る
の
か
。工
事
の
現
状
と
今
後
の

　
予
定
を
知
り
た
い
。

◇
町
か
ら

　

倶
知
安
側
か
ら
ニ
セ
コ
町
に
掘

り
進
め
る
中
で
岩
塊
に
あ
た
り
、今

は
岩
塊
の
脇
を
掘
り
進
め
て
い
る

が
岩
塊
を
取
り
除
く
の
に
１
年
く

ら
い
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。在

来
線
の
廃
線
が
遅
れ
る
か
ど
う
か

は
現
状
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、新
幹

線
工
事
は
札
幌
方
面
で
遅
れ
が
出

て
い
る
以
外
は
問
題
な
く
進
ん
で

い
る
。

◇
町
か
ら

　

ニ
セ
コ
医
院
と
協
議
し
、少
し
で

も
補
助
が
出
せ
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
を
行
い
、３
月
議
会
ま
で
に

補
助
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

◆
参
加
者
か
ら

・
家
を
建
て
た
く
て
も
市
街
地
に

　
は
一
般
の
人
が
手
の
届
く
土
地

　
が
な
い
。ニ
セ
コ
ミ
ラ
イ
の
住
宅

　
も
高
す
ぎ
る
し
、ニ
セ
コ
ミ
ラ
イ

　
を
利
用
し
た
高
齢
者
の
住
み
替

　
え
も
、流
れ
を
作
る
ま
で
に
時
間

　
が
か
か
る
。今
住
む
場
所
が
な
く

　
て
困
っ
て
い
る
の
で
ど
う
に
か

　
し
て
ほ
し
い
。

・「
民
間
集
合
住
宅
の
建
設
促
進
」

　
と
あ
る
が
、相
変
わ
ら
ず
住
む
場

　
所
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
人
が

　
い
る
。ニ
セ
コ
ミ
ラ
イ
は
そ
の
解

　
決
策
の
一
つ
だ
っ
た
が
、昨
今
の

　
物
価
高
で
非
常
に
高
額
に
な
っ

　
て
し
ま
っ
た
。町
と
し
て
ど
う
し

　
て
い
く
つ
も
り
か
。

◇
町
か
ら

　

ニ
セ
コ
ミ
ラ
イ
に
つ
い
て
は
、株

式
会
社
ニ
セ
コ
ま
ち
の
み
な
さ
ん

は
、一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
て
い
る

が
、１
期
目
は
ど
う
し
て
も
高
額
に

定
。今
年
度
の
土
曜
日
の
実
施
は
難

し
い
が
、次
年
度
は
土
曜
日
も
含
め

た
休
日
の
遊
び
場
確
保
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

当
面
は
総
合
体
育
館
の
遊
戯
室

な
ど
を
室
内
の
遊
び
場
と
し
て
活

用
し
て
ほ
し
い
。

◆
参
加
者
か
ら

・
町
と
し
て
、
国
の
補
助
が
で
き
る

　
ま
で
何
ら
か
の
補
助
を
お
願
い

　
し
た
い
。

る
」
よ
う
に
す
る
に
は
財
政
基
盤

が
必
要
で
、
給
食
費
に
関
し
て
は
、

ま
だ
将
来
も
継
続
で
き
る
ま
で
の

財
政
状
況
に
至
っ
て
い
な
い
。

◆
参
加
者
か
ら

・
土
日
の
天
気
の
悪
い
と
き
に
、
屋

　
内
で
遊
べ
る
場
所
が
あ
る
と
い

　
い
。町
民
セ
ン
タ
ー
や
あ
そ
ぶ
っ

　
く
は
、
騒
い
だ
り
、
長
時
間
居
ら

　
れ
な
い
の
で
幼
児
を
持
つ
親
に

　
は
不
便
。小
学
生
も
遊
べ
る
場
所

　
だ
と
、幼
児
は
思
う
よ
う
に
遊
べ

　
な
い
の
で
エ
リ
ア
を
分
け
た
遊

　
び
場
が
い
い
。

◇
町
か
ら

　

今
年
度
の
冬
期
間
の
遊
び
場

（
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
）
を
中
央
倉
庫
群

１
号
倉
庫
で
日
曜
祝
日
に
実
施
予

◆
参
加
者
か
ら

・
子
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
だ
け

　
で
な
く
、学
校
給
食
の
無
償
化
も

　
し
て
は
ど
う
か
。

◇
町
か
ら

　

コ
ロ
ナ
禍
中
に
一
度
、半
年
間
無

償
化
を
し
た
が
、幼
児
セ
ン
タ
ー
に

入
園
で
き
て
い
な
い
子
や
、
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通

う
子
な
ど
、給
食
を
食
べ
ら
れ
な
い

子
が
い
る
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、無
償
化
を
す
る
の
で
は

な
く
、町
内
で
利
用
で
き
る
給
食
費

相
当
額
の
商
品
券
を
子
ど
も
一
人

当
た
り
３
万
円
分
配
布
し
た
。

　

一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、子
ど

も
医
療
費
の
よ
う
に「
継
続
で
き

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た

　
町
で
は
毎
年
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
会
場
に
、町
民
の
み
な
さ
ん

と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、昨
年
11
月
か
ら
12
月
に
開
催
し
た
懇
談
会
で
の
意
見
交
換
か
ら
、

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

●開催期間／令和4年
　　　　　　11月7日～12月6日
●開催回数／11回（町内各地域などで開催）

●参加者延数／111人
●寄せられた意見・要望／114件

子
育
て

住
宅
不
足

新
幹
線

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

ほ
う
し
ん

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

町の取り組みやお知らせを紹介するページです
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あ
り
、私
は
北
海
道
の
会
長
も
務
め

て
い
る
。道
の
駅
に
対
す
る
国
の
応

援
も
お
願
い
し
て
お
り
、国
の
補
助

制
度
を
見
極
め
て
、道
の
駅
の
建
設

に
着
手
す
る
予
定
。

◆
参
加
者
か
ら

・
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

　

が
中
止
に
な
っ
た
が
、町
の
イ
ベ

　

ン
ト
は
誰
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ

　

セ
ス
で
中
止
を
決
め
て
い
る
の

　

か
。ど
う
し
た
ら
日
常
に
戻
れ
る

　

か
考
え
て
ほ
し
い
。

◇
町
か
ら

　

中
止
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
は
さ
ま

ざ
ま
。運
動
会
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
は
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
意
見

を
踏
ま
え
て
中
止
を
決
定
。ま
た
、

寿
大
学
は
寿
大
学
運
営
委
員
か
ら

の
要
望
で
中
止
と
し
て
い
る
。多
く

の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ
て
、特

に
子
ど
も
た
ち
に
は
我
慢
を
強
い

て
お
り
、
申
し
訳
な
い
。早
く
日
常

に
戻
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

■
問
合
せ
／
企
画
環
境
課
広
報
広

　

聴
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　
　

  

担
当
＝
大
野
・
川
尻

　

例
も
守
っ
て
い
る
の
に
住
民
説

　

明
会
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　

い
と
い
う
グ
レ
ー
部
分
が
あ
る

　

上
で
、こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
出

　

来
る
と
さ
ら
に
グ
レ
ー
に
な
る

　

の
で
は
な
い
か
。

・
地
区
ご
と
に
作
る
の
も
悪
く
な

　

い
が
、町
全
体
で
一
定
レ
ベ
ル
の

　

統
一
ル
ー
ル
を
作
っ
て
は
ど
う

　

か
。

◇
町
か
ら

　

住
民
説
明
会
は
、ニ
セ
コ
景
観
条

例
の
基
本
と
な
る
手
続
き
で
大
変

重
要
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、
地
域

を
広
げ
て
作
る
こ
と
も
一
つ
の
考

え
だ
と
思
う
が
、地
区
ご
と
に
環
境

や
景
観
が
違
う
の
で
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
ル
ー
ル
を
作
っ
た
ほ

う
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
参
加
者
か
ら

・
新
し
い
道
の
駅
の
駐
車
場
は
広

　

く
な
る
の
か
。

◇
町
か
ら

　

あ
ま
り
広
く
な
ら
な
い
。電
気
自

動
車
の
充
電
場
所
は
設
け
る
予
定
。

道
の
駅
は
現
在
、基
本
構
想
を
作
っ

て
動
い
て
い
る
。約
1
9
0
の
自
治

体
が
加
盟
す
る
道
の
駅
連
絡
会
が

◆
参
加
者
か
ら

・
町
内
の
ど
こ
を
通
る
の
か
、
ル
ー

　

ト
が
知
り
た
い
。

◇
町
か
ら

　

北
海
道
開
発
局
か
ら
、お
お
む
ね

国
道
５
号
線
に
近
い
ル
ー
ト
が
発

表
さ
れ
た
が
、
具
体
的
な
ル
ー
ト

は
、
今
後
、
北
海
道
開
発
局
に
お
い

て
検
討
予
定
。ま
た
、
町
と
し
て
は

高
速
道
路
を
要
望
し
て
い
る
が
、国

と
し
て
５
号
線
を
改
修
す
る
の
か
、

高
速
道
路
を
作
る
の
か
、ま
だ
確
定

し
て
い
な
い
。

◆
参
加
者
か
ら

・
町
内
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

　

で
き
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

◇
町
か
ら

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
約
10
㎞

ご
と
に
設
け
ら
れ
る
の
が
目
安
で
、

倶
知
安
〜
蘭
越
間
は
25
㎞
あ
る
の

で
、も
し
高
速
道
路
が
通
る
こ
と
が

決
ま
れ
ば
、町
に
も
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る

◆
参
加
者
か
ら

・
開
発
業
者
に
と
っ
て
、法
律
も
条

　

す
べ
て
の
バ
ス
停
に
設
置
す
る

の
は
難
し
い
が
、屋
根
付
き
の
バ
ス

停
も
検
討
す
る
。

　

ま
た
、バ
ス
の
遅
れ
に
関
し
て
は

「
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
、バ
ス
の
位
置
情
報
を
ス

マ
ホ
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
、対

応
す
る
予
定
。

◆
参
加
者
か
ら

・
バ
ス
停
の
段
差
の
問
題
も
あ
る

　

の
で
、高
齢
者
や
車
い
す
の
人
に

　

も
使
い
勝
手
の
い
い
方
法
を
考

　

え
て
ほ
し
い
。

◇
町
か
ら

　

導
入
予
定
の
バ
ス
は
、バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
・
リ

フ
ト
付
き
バ
ス
、環
境
に
配
慮
し
た

電
気
バ
ス
な
ど
を
幅
広
く
検
討
す

る
予
定
。

◆
参
加
者
か
ら

・
バ
ス
転
換
し
た
ら
、
最
寄
り
の
自

　

治
体
の
費
用
は
発
生
す
る
の
か
。

◇
町
か
ら

　

発
生
す
る
。現
在
、
バ
ス
転
換
後

の
赤
字
は
国
や
道
の
補
助
金
を
受

け
た
と
し
て
も
１
億
８
千
万
と
言

わ
れ
て
お
り
、そ
れ
を
北
海
道
と
９

市
町
村
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

◆
参
加
者
か
ら

・
通
学
バ
ス
が
黒
松
内
か
ら
倶
知

　

安
ま
で
１
台
で
は
足
り
な
い
の

　

で
は
な
い
か
。

◇
町
か
ら

　

黒
松
内
か
ら
俱
知
安
ま
で
行
く

通
学
バ
ス
と
、ニ
セ
コ
駅
か
ら
倶
知

安
ま
で
行
く
通
学
バ
ス
を
そ
れ
ぞ

れ
出
す
予
定
。通
学
バ
ス
が
何
台
必

要
か
は
現
在
調
査
中
だ
が
、何
本
走

ら
せ
る
か
は
バ
ス
会
社
と
の
協
議

と
な
る
。

◆
参
加
者
か
ら

・
一
般
的
に
は
J
R
よ
り
バ
ス
の

　

方
が
運
賃
が
高
い
が
、バ
ス
転
換

　

後
の
運
賃
は
ど
う
な
る
の
か
。

◇
町
か
ら

　

運
賃
は
こ
れ
か
ら
協
議
す
る
が
、

通
学
に
関
し
て
J
R
と
の
差
額
を

町
で
補
填
し
た
場
合
は
国
か
ら
補

助
が
出
る
予
定
。た
だ
、
補
助
が

ず
っ
と
続
く
か
は
わ
か
ら
な
い
。

◆
参
加
者
か
ら

・
冬
場
は
特
に
遅
れ
た
り
し
て
、
バ

　

ス
停
で
待
つ
の
は
大
変
な
の
で
、

　

そ
の
点
も
対
応
し
て
ほ
し
い
。

◇
町
か
ら

バ
ス
転
換

建
築
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

高
速
道
路

コ
ロ
ナ

道
の
駅

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

まちづくり情報室
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我
が
故
郷
ニ
セ
コ
町
。
久
し
ぶ
り

　
　
　

に
帰
っ
て
き
た
け
ど
、
な
ん
だ
か

ま
ち
が
元
気
だ
な
。

　
　
　

お
帰
り
ア
ニ
ッ
キ
ー
。
コ
ロ
ナ
禍

　
　
　

は
ど
こ
も
大
変
だ
け
ど
、
ニ
セ
コ

町
で
は
、
商
工
会
の
会
員
数
が
増
え
続
け

て
い
た
り
、
新
し
く
事
業
を
始
め
る
人
が

多
か
っ
た
り
し
て
い
る
ん
だ
。
実
際
、
ま

ち
の
お
店
も
増
え
て
い
る
か
ら
、
そ
う
感

じ
る
ん
だ
ろ
う
ね
。

　
　
　

な
る
ほ
ど
。
で
も
、
何
で
お
店
が

　
　
　

増
え
て
る
ん
だ
い
？

　
　
　

商
工
会
が
中
心
に
な
っ
て
、
事
業

　
　
　

を
す
る
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

る
よ
。
ま
た
、
事
業
を
始
め
た
い
人
向
け

の
無
料
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
年
開
催
し
た
り
、

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
人
や
こ
れ
ま

で
の
お
店
を
継
ぐ
人
向
け
の
補
助
制
度
も

設
け
た
り
し
て
い
る
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
の

補
助
の
件
数
は
50
を
超
え
て
い
る
ん
だ
。

町
の
中
心
産
業
で
あ
る
、
農
業
と
観
光
業

が
し
っ
か
り
元
気
だ
か
ら
、
ま
た
町
民
の

み
な
さ
ん
の
応
援
も
あ
る
か
ら
、
こ
ん
な

に
も
新
し
い
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
人
が
多
く
、
ま
ち
を
元
気
に
感
じ
る
ん

だ
と
思
う
よ
。

　
　
　

で
も
、
俺
は
小
さ
い
頃
か
ら
あ
る

　
　
　

お
店
が
、
今
も
営
業
を
続
け
て
い

る
こ
と
も
同
じ
よ
う
に
う
れ
し
い
な
。
思

い
出
の
味
っ
て
み
ん
な
あ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

よ
く
あ
の
お
店
に
い
っ
た
よ
ね
。

　
　
　

今
は
新
し
い
人
に
受
け
継
が
れ
た

け
ど
、
あ
の
頃
と
同
じ
味
で
ぼ
く
も
う
れ

し
い
。

　
　
　

飲
食
店
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ま
ち

　
　
　

に
は
い
ろ
ん
な
種
類
の
お
店
・
事

業
所
が
必
要
だ
よ
な
。
ま
ち
か
ら
大
工
さ

ん
や
電
気
屋
さ
ん
、
水
道
屋
さ
ん
が
な
く

な
っ
た
ら
大
変
。
ま
ち
の
事
業
所
は
、
町

民
の
み
な
さ
ん
の
働
き
先
で
も
あ
る
し
、

い
ろ
ん
な
事
業
所
が
あ
る
こ
と
で
、
町
の

中
で
い
ろ
ん
な
仕
事
が
生
ま
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
町
外
の
事
業
者
に
お
願
い
す
る
こ

と
も
あ
る
け
ど
、
で
き
る
だ
け
町
の
事
業

者
が
担
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

ま
ち
の
仕
事
が
増
え
、
ま
ち
の
経
済
が
元

気
に
な
る
よ
な
。

　
　
　

経
済
だ
け
で
な
く
、
暮
ら
し
の
面

　
　
　

も
ね
。
ネ
ッ
ト
社
会
と
い
わ
れ
る

け
ど
、
カ
フ
ェ
・
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
だ
け
で

な
く
、
花
屋
さ
ん
や
床
屋
さ
ん
と
い
っ
た

お
店
が
ま
ち
に
あ
る
こ
と
、
日
常
生
活
で

あ
る
程
度
、
町
内
で
買
い
物
・
用
事
が
済

む
こ
と
は
、
安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
に
つ

な
が
る
こ
と
だ
よ
ね
。

　
　
　

そ
れ
で
も
ニ
セ
コ
町
は
、
人
口

　
　
　

5
0
0
0
人
。
都
会
と
は
ま
っ
た

く
違
う
か
ら
、
都
会
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を

求
め
て
は
い
け
な
い
し
、
都
会
と
同
じ
よ

う
に
考
え
て
も
い
け
な
い
。

　
　
　

そ
う
な
ん
だ
。
町
内
の
会
社
（
企

　
　
　

業
）
っ
て
、
従
業
員
が
少
な
い
な

ど
、
比
較
的
規
模
の
小
さ
い
と
こ
ろ
が
ほ

と
ん
ど
。
だ
け
ど
、
こ
の
小
さ
な
会
社
が

ま
ち
の
暮
ら
し
や
経
済
を
支
え
て
い
る
ん

だ
ね
。

　
　
　

た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち
の
小
さ
な
会

　
　
　

社
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
大
事

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
。

　
　
　

そ
う
。
そ
こ
で
町
は
新
し
い
条
例

　
　
　

を
作
っ
た
ん
だ
よ
。

新
し
い
条
例

　
　
　

そ
の
新
し
く
で
き
た
「
ニ
セ
コ
町

　
　
　

中
小
企
業
等
振
興
条
例
」
っ
て
ど

ん
な
内
容
な
ん
だ
い
？

　
　
　

比
較
的
規
模
の
小
さ
な
ま
ち
の
会

　
　
　

社
を
、
み
ん
な
で
大
切
に
し
て
い

く
た
め
に
、
基
本
と
な
る
町
の
考
え
や
方

針
を
示
し
た
も
の
だ
よ
。
ま
た
、
町
民
や

町
、
会
社
や
商
工
会
な
ど
の
役
割
も
示
し
、

ま
ち
の
暮
ら
し
と
経
済
を
良
く
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
ん
だ
。

　
　
　

こ
の
条
例
で
、
町
で
は
何
を
新
し

　
　
　

く
は
じ
め
る
ん
だ
い
？

　
　
　

そ
う
で
は
な
い
ん
だ
。
新
し
い
こ

　
　
　

と
を
す
る
た
め
の
条
例
で
は
な
く
、

む
し
ろ
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
続
け
て

い
く
、
あ
る
い
は
よ
り
高
め
て
い
く
た
め

に
、
町
の
考
え
や
方
針
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
は
っ
き
り
と
示
し
た
も
の
な
ん
だ
。

　
　
　

俺
た
ち
町
民
は
、
ど
ん
な
こ
と
が

　
　
　

で
き
る
の
か
な
。

　
　
　

条
例
で
は
次
の
２
つ
を
示
し
て
い

　
　
　

る
よ
。

①
ま
ち
の
規
模
の
小
さ
な
会
社
が
、
地
域

　

に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

　

こ
と
理
解
し
、
関
心
を
も
っ
て
ほ
し
い
。

②
積
極
的
に
、
町
内
の
会
社
の
商
品
を　

　

買
っ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
た
り
す

　

こ
と
で
応
援
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　

そ
う
か
。
そ
れ
な
ら
簡
単
だ
。
早

　
　
　

速
、
思
い
出
の
あ
の
店
で
食
事
を

し
て
応
援
だ
な
。

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
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町のシンボルキャラクターのニッキー・アニッキーの兄弟。
世界中を旅してニセコ町に帰って来たアニッキーは、町の変化に気付きます。

ニッキー、アニッキーと学ぶ

中小企業等振興条例

大
切
な
ま
ち
の
お
店
・
事
業
所

ニ
ッ
キ
ー
　

町
の
鳥「
ア
カ
ゲ
ラ
」の

シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ア
ニ
ッ
キ
ー
　

田
舎
暮
ら
し
に
飽
き
、世
界
中
を

旅
し
て
ニ
セ
コ
町
に
帰
っ
て
き
た

ニ
ッ
キ
ー
の
お
兄
さ
ん

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

町の取り組みやお知らせを紹介するページです
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我
が
故
郷
ニ
セ
コ
町
。
久
し
ぶ
り

　
　
　

に
帰
っ
て
き
た
け
ど
、
な
ん
だ
か

ま
ち
が
元
気
だ
な
。

　
　
　

お
帰
り
ア
ニ
ッ
キ
ー
。
コ
ロ
ナ
禍

　
　
　

は
ど
こ
も
大
変
だ
け
ど
、
ニ
セ
コ

町
で
は
、
商
工
会
の
会
員
数
が
増
え
続
け

て
い
た
り
、
新
し
く
事
業
を
始
め
る
人
が

多
か
っ
た
り
し
て
い
る
ん
だ
。
実
際
、
ま

ち
の
お
店
も
増
え
て
い
る
か
ら
、
そ
う
感

じ
る
ん
だ
ろ
う
ね
。

　
　
　

な
る
ほ
ど
。
で
も
、
何
で
お
店
が

　
　
　

増
え
て
る
ん
だ
い
？

　
　
　

商
工
会
が
中
心
に
な
っ
て
、
事
業

　
　
　

を
す
る
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

る
よ
。
ま
た
、
事
業
を
始
め
た
い
人
向
け

の
無
料
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
年
開
催
し
た
り
、

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
人
や
こ
れ
ま

で
の
お
店
を
継
ぐ
人
向
け
の
補
助
制
度
も

設
け
た
り
し
て
い
る
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
の

補
助
の
件
数
は
50
を
超
え
て
い
る
ん
だ
。

町
の
中
心
産
業
で
あ
る
、
農
業
と
観
光
業

が
し
っ
か
り
元
気
だ
か
ら
、
ま
た
町
民
の

み
な
さ
ん
の
応
援
も
あ
る
か
ら
、
こ
ん
な

に
も
新
し
い
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
人
が
多
く
、
ま
ち
を
元
気
に
感
じ
る
ん

だ
と
思
う
よ
。

　
　
　

で
も
、
俺
は
小
さ
い
頃
か
ら
あ
る

　
　
　

お
店
が
、
今
も
営
業
を
続
け
て
い

る
こ
と
も
同
じ
よ
う
に
う
れ
し
い
な
。
思

い
出
の
味
っ
て
み
ん
な
あ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

よ
く
あ
の
お
店
に
い
っ
た
よ
ね
。

　
　
　

今
は
新
し
い
人
に
受
け
継
が
れ
た

け
ど
、
あ
の
頃
と
同
じ
味
で
ぼ
く
も
う
れ

し
い
。

　
　
　

飲
食
店
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ま
ち

　
　
　

に
は
い
ろ
ん
な
種
類
の
お
店
・
事

業
所
が
必
要
だ
よ
な
。
ま
ち
か
ら
大
工
さ

ん
や
電
気
屋
さ
ん
、
水
道
屋
さ
ん
が
な
く

な
っ
た
ら
大
変
。
ま
ち
の
事
業
所
は
、
町

民
の
み
な
さ
ん
の
働
き
先
で
も
あ
る
し
、

い
ろ
ん
な
事
業
所
が
あ
る
こ
と
で
、
町
の

中
で
い
ろ
ん
な
仕
事
が
生
ま
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
町
外
の
事
業
者
に
お
願
い
す
る
こ

と
も
あ
る
け
ど
、
で
き
る
だ
け
町
の
事
業

者
が
担
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

ま
ち
の
仕
事
が
増
え
、
ま
ち
の
経
済
が
元

気
に
な
る
よ
な
。

　
　
　

経
済
だ
け
で
な
く
、
暮
ら
し
の
面

　
　
　

も
ね
。
ネ
ッ
ト
社
会
と
い
わ
れ
る

け
ど
、
カ
フ
ェ
・
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
だ
け
で

な
く
、
花
屋
さ
ん
や
床
屋
さ
ん
と
い
っ
た

お
店
が
ま
ち
に
あ
る
こ
と
、
日
常
生
活
で

あ
る
程
度
、
町
内
で
買
い
物
・
用
事
が
済

む
こ
と
は
、
安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
に
つ

な
が
る
こ
と
だ
よ
ね
。

　
　
　

そ
れ
で
も
ニ
セ
コ
町
は
、
人
口

　
　
　

5
0
0
0
人
。
都
会
と
は
ま
っ
た

く
違
う
か
ら
、
都
会
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を

求
め
て
は
い
け
な
い
し
、
都
会
と
同
じ
よ

う
に
考
え
て
も
い
け
な
い
。

　
　
　

そ
う
な
ん
だ
。
町
内
の
会
社
（
企

　
　
　

業
）
っ
て
、
従
業
員
が
少
な
い
な

ど
、
比
較
的
規
模
の
小
さ
い
と
こ
ろ
が
ほ

と
ん
ど
。
だ
け
ど
、
こ
の
小
さ
な
会
社
が

ま
ち
の
暮
ら
し
や
経
済
を
支
え
て
い
る
ん

だ
ね
。

　
　
　

た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち
の
小
さ
な
会

　
　
　

社
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
大
事

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
。

　
　
　

そ
う
。
そ
こ
で
町
は
新
し
い
条
例

　
　
　

を
作
っ
た
ん
だ
よ
。

新
し
い
条
例

　
　
　

そ
の
新
し
く
で
き
た
「
ニ
セ
コ
町

　
　
　

中
小
企
業
等
振
興
条
例
」
っ
て
ど

ん
な
内
容
な
ん
だ
い
？

　
　
　

比
較
的
規
模
の
小
さ
な
ま
ち
の
会

　
　
　

社
を
、
み
ん
な
で
大
切
に
し
て
い

く
た
め
に
、
基
本
と
な
る
町
の
考
え
や
方

針
を
示
し
た
も
の
だ
よ
。
ま
た
、
町
民
や

町
、
会
社
や
商
工
会
な
ど
の
役
割
も
示
し
、

ま
ち
の
暮
ら
し
と
経
済
を
良
く
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
ん
だ
。

　
　
　

こ
の
条
例
で
、
町
で
は
何
を
新
し

　
　
　

く
は
じ
め
る
ん
だ
い
？

　
　
　

そ
う
で
は
な
い
ん
だ
。
新
し
い
こ

　
　
　

と
を
す
る
た
め
の
条
例
で
は
な
く
、

む
し
ろ
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
続
け
て

い
く
、
あ
る
い
は
よ
り
高
め
て
い
く
た
め

に
、
町
の
考
え
や
方
針
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
は
っ
き
り
と
示
し
た
も
の
な
ん
だ
。

　
　
　

俺
た
ち
町
民
は
、
ど
ん
な
こ
と
が

　
　
　

で
き
る
の
か
な
。

　
　
　

条
例
で
は
次
の
２
つ
を
示
し
て
い

　
　
　

る
よ
。

①
ま
ち
の
規
模
の
小
さ
な
会
社
が
、
地
域

　

に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

　

こ
と
理
解
し
、
関
心
を
も
っ
て
ほ
し
い
。

②
積
極
的
に
、
町
内
の
会
社
の
商
品
を　

　

買
っ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
た
り
す

　

こ
と
で
応
援
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　

そ
う
か
。
そ
れ
な
ら
簡
単
だ
。
早

　
　
　

速
、
思
い
出
の
あ
の
店
で
食
事
を

し
て
応
援
だ
な
。

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
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ニセコ町中小企業等振興条例の概要

現状･課題･背景 国や他自治体の動向

ニセコ町の主な中小企業政策

条例の概要

目　的 各主体の役割

基本理念

政策の基本方針等

・ニセコ町の中小企業数 210（うち小規模 192）（2016 経済センサス、中小企業庁 HP）
・ニセコ町の商工会員数 207（2022.3 末）→ 過去最多（内発的な起業や移住、企業進出も）
※全国町村の新設法人増加数ランキング 6 位タイ（2021 年 4~9 月で 14 社増） （国税庁集計）

・H11　　中小企業基本法改正　　　地方公共団体の責務規定
・H26　　小規模企業振興基本法　　地方公共団体の責務規定
・H28.4　北海道小規模企業振興条例施行
※道内の中小企業・小規模企業振興基本条例制定の状況（R4.9. 北海
　道調べ）、69 自治体　20 市、43 町、6 村（後志管内 1 市、1 町、2 村）

・各種商工会事業への支援（商工会経費、七夕の夕べ等）
・綺羅カード普及拡大事業への支援
・「にぎわいサポート事業補助金」、「ビジネススクール」
・中小企業特別融資（資金の預託）、産業振興基金貸付
・創業支援計画策定（それに基づく商工会や大学と連携により　
　ビジネススクールなどにおいて創業前から支援）など

＜町民の理解と協力＞  （第５条）
・中小企業等が行う事業及び社会貢献に
　関心を持つ
・商品の購入又はサービスの利用などに
　より、中小企業等の健全な発展に協力

＜中小企業等の努力義務＞  （第８条 )
・経営の革新、経営基盤の強化及び事業承
　継に自主的に取り組む
・地域の関係者、関係機関との連携
・雇用の維持及び創出並びに雇用環境の
　整備、人材育成
・地域社会との調和を図り、豊かで暮らし
　やすい地域社会の実現に貢献

＜金融機関の協力＞  （第 11 条）
・円滑な資金調達、経営の革新及
　び成長を積極的に支援
・関係機関が実施する振興政策
　に協力

＜町の役割＞  （第６条）
・振興政策を総合的に推進
・中小企業等及び関係機関と連携
・必要な財政上の措置

＜小規模企業への配慮等＞  （第７条）
・振興政策を実施するときには、小規模企
　業の経営事情に配慮
・商工会による経営発達支援計画を策定
　の協力

＜商工会の役割＞  （第９条）
・経営の向上及び改善、振興政
　策実施に協力
・関係機関と連携及び協働、地
　域社会への貢献
・商工会への加入促進

＜経済団体等の協力＞  （第10条）
・指導及び支援、町及び関係機関
　が実施する政策に協力
・中小企業等の組織化、中小企業
　者等の相互の連携及び関係機
　関との連携を促進

＜大学等の協力＞  （第 12 条）
・関係機関が実施する振興政策
　に協力

（第 1 条）
この条例は、中小企業等が本町経済の活性化、地域内循環及び雇用確保の担い手とし
て地域に果たす役割の重要性に鑑み、中小企業等の振興の基本となる事項を定め、中
小企業等の健全で持続的な発展及び町民生活の向上に寄与することを目的とする。

（第 3 条）
(1) 中小企業等が地域の経済及び雇用を支える担い手として重要な役割を果たして
　   いるとの認識の下、持続的に地域経済の循環と発展が図られるよう総合的に推進
(2) 関係者が相互に助け合いながら取組み、経済的社会的環境の変化に的確に対応
(3) 中小企業等自らが創意工夫及び努力し、多様性を尊重
(4) 本町の産業構造及び地域特性を踏まえ、地域経済循環を高め、かつ、豊富な地域資
　   源の有効活用を図ることにより、地域の潜在力を活かす取組
2　小規模企業の振興は、経営資源の制約を踏まえ、円滑・着実な事業運営の確保を考慮

（第 4 条）
(1) 中小企業等と関係機関との連携及び中小企業等相互の連携の促進
(2) 人材の育成及び確保並びに資金供給の円滑化を図り経営基盤の強化を促進
(3) 経営の革新及び創業の促進
(4) 経営の安定、事業承継を図り、中小企業等の経済的社会的環境の変化への適応を促進
(5) 脱炭素及び新たな技術等を利用した事業活動の促進 
(6) 産業連携及び広域連携により、地域の特色ある資源の利用促進、地場産品の販路拡大
(7) 労働環境及び勤労者福祉の向上を支援すること。
(8) 必要な情報提供を行い町民の理解を深め、児童及び生徒の勤労観及び職業観の育成
(9) 地域内経済循環を担う小規模企業者等の取組を支援し、経済循環の保持と向上
(10) 町の発注等において、中小企業等の受注機会の増大を図る

町内において中小企業が地域に果たす役割の重要性が一層増してきた（中小・小どちらも）
企業の多様化（進出）、働き方が流動化
新型コロナウイルス感染拡大による大きなダメージ

◇中小企業及び小規模企業が、本町経済の活性化や地域内循環、及び雇用確保の担い手
　として、それぞれ役割を明確化し、ニセコ町が関係者と一体となって中小企業等の振
　興をすることが、本町経済の持続的発展、地域内循環及び町民生活の向上につながる
◇ 一過性の政策ではなく、条例でニセコ町としての姿勢を明確にする

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

まちづくり情報室
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サンタさんは誰だぁ？
幼児センタークリスマス会

　12月22日、幼児センターでクリス
マス会が行われ、ALTのニコラス先
生がサンタになりクリスマスプレゼ
ントを配りました。
　幼児たちは国際交流員とともに
「赤鼻のトナカイ」を英語と日本語
で元気に歌い、ピキニニ音楽隊のク
リスマスコンサートでは手拍子をし
たり、手振りを覚えて音楽に合わせ
体を動かしながら楽しみました。

懐かしい友だちに再会
令和5年　二十歳のつどい

　教育委員会では、1 月 8 日に町民センターで「二十歳の
つどい」を行い、23 人が参加しました。昨年から成人年齢
が 18 歳に引き下げられたため、名称を成人式から「二十
歳のつどい」に変更しての開催です。今年 20 歳を迎えた
のは平成 14 年（2002 年）4 月～平成 15 年（2003 年）3 月
生まれのみなさんです。
　司会はラジオニセコの小林愛菜さんが務め、7 年前、参
加者が青少年芸術鑑賞会で演奏を聴いた演奏家グループ

「ポロゴ」さんの演奏もありました。
　式典終了後は、着物や袴、スーツ姿で、それぞれの道を
歩み始めた同級生たちと写真を撮ったり近況報告などを
して懐かしんでいました。

友だちと記念撮影

真剣なまなざしで式に臨みます

MY TOWN 
HOT NEWS

みなさんの地域や職場の話題などありましたら、
広報担当（℡.0136-44-2121）までお気軽に
ご連絡ください。

サンタさんと、はいチーズ！司会進行はすべて児童たちが務めましたおうちで楽しむホットマシュマロココアセットも制作

二十歳、おめでとう！

手作りのクリスマスを
Xmasクラフト

　12月24日、国際交流員（ニセコ
FRIENDS事務局）が子ども向けの
Xmasクラフトを開催しました。
　今回のクラフトではスノードーム
とクッキーハウスを作りました。
　クッキーハウスづくりでは、子ど
もたちがクッキー同士をくっつける
のに苦戦しながらも、好きなお菓子
をいっぱい飾り付けた個性あふれる
クッキーハウスを完成させました。

みんなで楽しもう！
ニセコこども館クリスマス会

　12 月 23 日、ニセコこども館でク
リスマス会がありました。
　1 ～ 4 年生の有志発表では、児童
たちがピアノ・なわとび・コント・
クイズなど、この日のために用意し、
練習してきた成果を披露しました。
　チーム戦で対戦する新聞紙ダー
ツゲーム、全員参加の大ビンゴ大会
も大盛り上がり。最後にはケーキを
食べ、ニッコリ笑顔。
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感謝を込めて
地域貢献表彰感謝状贈呈式

　12月26日、山本副町長から白木建
設工業株式会社と日本マーキング株
式会社へ感謝状を贈呈しました。
　今回の表彰は、地域貢献活動とし
て河川の廃棄物処理と公共施設の区
画補修をしていただいたことに感謝
し、贈られたものです。

文化を教え合おう！
薩摩川内市交流会

　教育委員会では、12 月 25 日に鹿
児島県薩摩川内市内の小・中学生と
ニセコ町の小学生との交流会を開催
しました。この交流会は、有島記念館
と有島武郎の父の出身地である薩摩
川内市の川内まごころ文学館が結ん
でいる姉妹館提携により、1 年おきに
開催しています。前回はコロナの影響
で中止となったため、4 年ぶりの開催
です。
　子どもたちは、8 グループに分かれ
鹿児島県と北海道のご当地クイズに
挑戦したり、雪だるまづくりや雪中徒
競走、雪合戦など雪国ならではの外遊
びで交流を深めました。

ミスマッチが起こらないよう2020年度から開始

火災のない1年を願って
ニセコ消防出初式

　1月7日にニセコ消防出初式が開催
されました。この日は快晴で、羊蹄
山をバックに、消防車が町内をパ
レード。火災予防を呼びかけました。
　その後、ニセコ支署庁舎前で観閲
が行われ、町民センターで、片山町
長から北海道知事表彰を伝達。青羽
団長から、長年にわたり防災・防火
活動に尽力された消防団員に表彰状
が授与されました。

団員のみなさんがキビキビとした動きを披露

最後は仲良くプリンを食べました初日は61人が遊びにきてくれました 日本マーキング株式会社営業部長太田義之さんが受け取りました

白木建設工業株式会社社長白木茂さんが受け取りました

オンラインでの参加も

ニセコ町で生活・活動体験
おためし協力隊受け入れ

　町では1月12日～14日の3日間、
おためし協力隊を4人（うち2人は
オンライン）受け入れました。
　参加者たちは、現役協力隊や卒業
協力隊から、ニセコ町での生活や卒
業後のことについて、真剣に聞いて
いました。2日目は希望配属先を訪
問し、配属先の担当者から仕事の内
容の説明を受けたり、実際の仕事の
様子を見学しました。

生きて還ることが滑る責任
第25回雪崩ミーティング

　12月23日、町民センターにて雪
崩ミーティング（主催：ニセコ雪崩
調査所、共催：ニセコアンヌプリ地
区なだれ事故防止対策協議会）が開
催されました。
　前半は、北海道雪崩事故防止研究
会の阿部幹雄さん含む3人のゲスト
による、実際の雪崩事故捜索の様子
や研究発表。後半は参加者とのディ
スカッションが行われました。

思い切り身体を動かそう
ニセコキッズパーク

　NPO法人ニセコ未来サポート隊で
は、冬期間の子どもの遊び場ニセコ
キッズパークを中央倉庫群1号倉庫
で開設しています。このキッズパー
クは、天気が悪い冬でも、子どもた
ちに思い切り身体を動かして遊べる
場所をつくりたいと2020年1月に初
めて開設されました。コロナ禍で中
止を余儀なくされましたが、今年は
3年ぶりに復活し、1～2月の日曜・
祝日の午前10時～午後4時まで開放
しています。
　初日となった1月8日は、朝から多
くの親子が訪れ、トランポリンや竹
馬、エア遊具で遊んでいました。
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企画環境課広報広聴係まで
TEL.44-2121 FAX.44-3500

町民みなさんの参加ページです

お便りをお待ちしています！

ニセコ高校農業クラブ

C U L T U R E
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唄
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何
よ
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思
い
そ
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年
今
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酔
に
な
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一
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画
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に
集
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親
鸞
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濡
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落
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道
ゆ
く
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足
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く
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越
野
　
芳
枝

小
川
　
栄
子

巾
下
　
正
子

亀
田
　
禮
子

南北海道実績発表大会を終えて

2年　会計　松岡  唯
まつ おか         ゆい

　結果はどの班も入賞することは
できませんでしたが、このために、
準備をしてきたので精一杯成果を
出し切ることができました。応援
ありがとうございました。

　1 月 17 日・18 日に南北海道実
積発表大会に出場しました。17 日
は、全班がスライドテストを行い、
Ⅰ類のサスティーン班とⅡ類の生
活文化班が本番を迎えました。そ
して、18 日は、Ⅲ類の環境農業班
と農業クラブが発表を行いました。
時間は分単位で決まっており、参
加生徒全員時間厳守で動き常に緊
張感が走っていました。
　ホテルではみんな真剣に練習に
取り組み、班のメンバーとコミュ
ニケーションをとり、改善点がな
いかアドバイスしながら本番に備
えていました。

各
所
に
設
置
し
て
あ
る
『
ま
ち
づ
く
り
広
聴

箱
』
な
ど
、
ど
ん
な
方
法
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※

『
ま
ち
づ
く
り
広
聴
箱
』
は
役
場
、
町
民
セ

　

ン
タ
ー
、
綺
羅
乃
湯
、
あ
そ
ぶ
っ
く
に
設
置

　

し
て
い
ま
す

  「
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
」も
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

グ
ル
ー
プ
で
町
長
と
懇
談
し
た
い
場
合
は

『
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
お
む
ね
５
人
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
ら
、
町

長
が
指
定
の
場
所
に
う
か
が
い
ま
す
。
場
所
が

な
い
場
合
は
町
で
用
意
し
ま
す
。
ま
た
、
各
課

長
や
担
当
者
の
専
門
的
な
話
が
聞
き
た
い
と
い

う
場
合
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

日
程
な
ど
の
調
整
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
人
は
事
前
に
企
画
環
境
課
広
報
広
聴
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

今
月
の
広
報
誌
に
は
『
私
の
意
見
』
と
い
う

用
紙
が
挟
ん
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
用
紙
は
、
み

な
さ
ん
が
日
ご
ろ
抱
い
て
い
る
、
町
や
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
意
見
や
疑
問
を
、
町
に
気
軽
に

伝
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
同
封
し
ま
し
た
。
用

紙
は
の
り
付
け
を
す
る
と
封
筒
の
形
に
な
り
、

そ
の
ま
ま
郵
便
と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す

（
切
手
は
い
り
ま
せ
ん
）
。
町
に
届
い
た
用
紙

は
、
町
長
が
直
接
開
封
し
、
内
容
を
確
認
し
ま

す
。
そ
の
後
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
や
疑

問
に
は
一
つ
ひ
と
つ
回
答
し
ま
す
の
で
、
で
き

る
限
り
住
所
や
氏
名
も
ご
記
入
く
だ
さ
い
（
個

人
情
報
は
厳
格
に
保
護
し
ま
す
）
。

　

ま
た
、
対
応
が
必
要
な
も
の
、
可
能
な
も
の

に
つ
い
て
は
担
当
部
署
に
指
示
を
行
い
、
早
急

に
対
応
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
用
紙
以
外
で
も
、
ご
意
見
は
手

紙
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
ほ
か
、
町
内

今
月
は
、み
な
さ
ん
が
町
や
ま
ち
づ
く
り
に

関
し
て
日
ご
ろ
お
気
付
き
に
な
っ
た
こ
と
を
、

気
軽
に
町
と
や
り
取
り
し
て
も
ら
う
た
め
の

手
法
を
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ご
意
見
や
、

お
便
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
私
の
意
見
』を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

※撮影のためマスクを外しています。
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INFORMATION

学習交流センター　あそぶっく
■開館時間／午前10時～午後6時
■休館日／月曜日・最終金曜日・祝日・年末年始
TEL.0136-43-2155　FAX.0136-43-2156
https://asobook-lib.com/
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『100万回生きたねこ』　
　    　　　　　　　　　　  佐野洋子：作・絵（講談社)

　100 万回も死んで、100 万回も生きた、ねこの話で
す。100 万人の人がかわいがり、そのねこが死んだとき
泣きました。100 万人の人に飼われましたが、ねこはみ
んな嫌いなのです。のらねことして生まれたとき、ねこ
は自分のことが大好きでした。そして、一匹の白いねこ
と出会います。
　小さい頃に読んで
もらった方もいると
思いますが、大人に
なってからも自分で
手に取ってもらいた
い一冊です。2022 年
に発行 45 周年を迎
えた名作絵本です。

1/28～2/22　柱展示「猫だらけ」
2月22日の「猫の日」にちなんで、猫の特集展示をしま
す。猫にまつわる絵本や写真集、図鑑、小説など、いろい
ろなジャンルの本を展示しています。ぜひご覧ください。

2/1～2/14　 木彫り／駒井健さん
2/15～2/28　手芸／小松平美智子さん

No.239

あそぶっく人形劇場の開催
　　「人形劇団オペレ」の人形劇を開催します。
子どもから大人まで楽しめるお話を、上演していただき
ます。ぜひお越しください。
　◆日時／3月2日（木）　午後2時50分～午後3時50分
　◆場所／町民センター大ホール
　◆演目／人形劇「アレックとウィリー」「なかよし」
　◆入場料／無料
　◆予約制／あそぶっく（TEL：0136-43-2155）にお申
　　　　　　し込みくだい。
＊詳しくは、チラシを参照してください。
・新型コロナウイルスの影響で予定を変更する場合があります。
　　

デイサービス＆あそぶっく企画
「本と人をつなげる『しおり』」

　ニセコ町デイサービスの利用者さんが綺麗で可愛い
紙や布を用いてしおりを作ってくださいました。大人か
ら子どもまで大人気です。本を手にとるみなさんとそれ
を応援してくださるみなさんがつながる素敵な企画で
す！新しいバージョンが入りました。ぜひご利用くださ
い。

お知らせ 展　示

着 本 紹 介新

リュウジ式至高のレシピ
イタリア人が教えてくれた美しい暮らし方
舌をみれば病気がわかる

リュウジ
古澤千恵
幸井俊高

じゃむパンの日
教誨
闇の聖域

赤染晶子
柚月裕子
佐々木譲

ラッキーカレー
ちいさなトガリネズミ
私立探検家学園2

シゲタサヤカ
みやこしあきこ

斉藤倫
新着本はこのほかにもたくさんあります。あそぶっくでご覧ください。

実用書 読み物 児童書・絵本

本の
展示

趣味の
展示

あそぶっく司書のおすすめ本

あそぶっくクリスマス会
クリスマス絵本の読み聞かせやクリスマ
スソングをみんなで歌い、人形劇を楽し
みました。

ニセコ小学校昼の読み聞かせ
ニセコ小学校昼の読み聞かせの時間に
大型絵本の読み聞かせとエプロンシア
ターをしました。
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≫ラジオニセコ
[Kira 綺羅 Niseko] 内

「協力隊の、
  ニセコが好きだから～」
  (毎週月曜午後3時20分～50分)

〈2月の出演予定者〉
  2／6
      13
      20
      27
      

私たち協力隊員の活動や人
となりを町民のみなさんに
知っていただくために毎月
情報を発信していきます！

Webサイト
▼

フェイスブック
▼

インスタグラム
▼

隊員から、日々の活動を報告！

編集担当

≫SNS でも情報発信中！

〈3年目〉鎌田  諭
〈2年目〉鈴木  健　鈴木 恵里
〈1年目〉酒井 勇綺　高橋 達朗

　
12
月
18
日
に
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
！ 

た

く
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ん
の
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も
た
ち
が
参
加

し
て
く
れ
て
、
会
場
の
中
央
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群
は
熱
気
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笑
い
声
で
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。
初
の
取
り
組

み
と
な
る
廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル
制

作
で
は
、
色
を
選
ぶ
様
子
や
サ

ン
タ
さ
ん
か
ら
入
れ
て
も
ら
っ

た
油
に
色
を
混
ぜ
る
様
子
な
ど

か
ら
真
剣
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　
ダ
ン
ス
発
表
会
の
会
場
は
始

ま
る
前
か
ら
熱
気
で
満
た
さ
れ

て
い
て
、
レ
ッ
ス
ン
の
成
果
を

披
露
す
る
み
ん
な
、
ダ
ン
ス
を

見
守
る
み
ん
な
の
楽
し
そ
う
な

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
ニ

セ
コ
高
校
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お

菓
子
販
売
や
演
奏
も
盛
況
で
し

た
。
折
り
紙
の
ツ
リ
ー
飾
り
、

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン

全体活動レポート

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

独
自
企
画

12月
実施

協力隊の活動内容を
紹介しています

高木 北斗・二見 ひろみ
新井 直人・吹越 広一
酒井 勇綺・福田 ありさ
髙木 秀一

令
和
5
年
3
月
末
を
も
っ
て
5
人
の
隊
員
が
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
そ
の
う
ち
の
3
人
の
挨
拶
を
掲
載
し
ま
す
。

小川  陽平
(札幌市出身）
配属先／
株式会社ニセコリゾート
観光協会

学
ん
だ
こ
と
を
フ
ル
活
用
し
て
！

　
歩
く
小
径
「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
で
町
を
盛
り
上
げ
よ
う
。そ
ん
な
意

気
込
み
で
ニ
セ
コ
町
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。全
国
大
会
開
催
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
巡
り
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。そ
の
後
の
観
光
協
会
の
仕
事
は
毎
日
多
忙
の
中
、

地
域
事
業
者
さ
ん
と
の
関
係
を
築
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。自

立
に
向
け
て
は
自
然
ガ
イ
ド
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ガ
イ
ド
と
し
て
の

資
質
を
高
め
る
た
め
の
研
さ
ん
に
励
み
、2
0
2
2
年
9
月「
エ
コ

モ
ビ
リ
テ
ィ
北
海
道
」を
設
立
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
環
境
に
優
し
い
動
力
」、「
交
通
の
利
便
性
向
上
」
な
ど
を
理
念

に
掲
げ
、「
ウ
ォ
ー
ク
」や「
サ
イ
ク
ル
」ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
滞

在
観
光
の
普
及
・
地
域
交
流
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。見
慣
れ
な

い
自
転
車
を
見
か
け
ま
し
た
ら
私
か
も
し
れ
ま
せ
ん
(笑
)。ど
う

ぞ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
！

卒隊特集
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み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

ト
な
ど
、
み
ん
な

で
楽
し
く
過
ご
す

素
敵
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
（
き
れ

い
な
廃
油
を
提
供

い
た
だ
い
た
給
食

セ
ン
タ
ー
の
み
な

さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
）
。

Activity Report

工藤  大輔(札幌市出身）
工藤  実紗(江別市出身）
配属先／（ともに）ニセコ町商工会

お
知
ら
せ

　２人とも北海道出身ですが、横浜に
15年間住んでいました。いつか帰り
たいと思っていたので、自然豊かなニ
セコに住めることになり嬉しいです。
このご縁を大切にしたいと思っていま
す。よろしくお願いします。

新
し
い
隊
員
が
加
わ
り
ま
し
た
！

　
10
月
8
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
さ
れ
た
あ
そ
ぶ
っ
く
祭

り
の
前
日
準
備
、
運
営
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。前
日
は
古
本
の

運
搬
、
当
日
は
く
じ
引
き
、
古
本

市
、
バ
ザ
ー
の
手
伝
い
、
会
場
整

備
を
行
い
ま
し
た
。く
じ
引
き
や

人
形
劇
、
大
道
芸
な
ど
で
は
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
で
お

り
、
古
本
市
や
バ
ザ
ー
な
ど
で
は

多
く
の
大
人
の
み
な
さ
ん
も
見

野田  ひかる
(滋賀県出身）
配属先／
町民学習課

感
謝
の
３
年
！

　
自
然
の
中
で
英
語
を
使
っ
た
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
理
由
で
、

何
も
知
ら
な
い
ニ
セ
コ
町
に
一
人
飛
び
込
み
ま
し
た
。ち
ょ
っ
と

軽
率
だ
っ
た
か
な
、な
ん
て
思
う
隙
も
な
い
く
ら
い
ニ
セ
コ
の
自

然
は
広
大
で
、こ
ん
な
に
優
し
い
人
た
ち
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
お

仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
日
本
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
海
外
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ど
ち
ら
も
い
い
と
こ
取
り
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、

気
づ
け
ば
ニ
セ
コ
町
は
わ
た
し
に
と
っ
て
、今
ま
で
住
ん
だ
ど
の

国
の
ど
の
地
域
よ
り
居
心
地
の
良
い
場
所
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
直
売
会
・
体
育
館
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。大

そ
れ
た
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、少
し
で
も
ニ
セ
コ
町
に
貢
献
し

た
い
、
ニ
セ
コ
町
の
一
員
で
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

髙木  秀一
(埼玉県出身）
配属先／
ニセコ町役場 企画環境課

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
2
0
2
0
年
春
か
ら
ニ
セ
コ
町
で
暮
ら
し
始
め
、
も
う
少
し
で
3
年
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、
ニ
セ
コ
町
の
好
き
な
所
を
た
く
さ

ん
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。美
味
し
い
空
気
と
湧
き
水
の
あ
る
生

活
、山
も
川
も
あ
る
清
々
し
い
景
色
、豊
か
な
泉
質
の
温
泉
、安
心
で
美
味

し
い
お
野
菜
、素
敵
な
カ
フ
ェ
な
ど
な
ど
。約
3
年
間
の
間
、さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ま
と
お
会
い
し
ま
し
た
が
、
振
り
返
る
と

い
つ
も
温
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
い
た
な
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。ま

た
、
配
属
先
や
役
場
の
み
な
さ
ま
に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。協

力
隊
の
任
期
中
は
、
デ
ザ
イ
ン
やW

ebsite

制
作
、
動
画
編
集
な
ど
を

お
仕
事
と
し
て
や
っ
て
み
る
機
会
を
得
て
ス
キ
ル
を
得
て
き
ま
し
た
。

　
卒
隊
後
の
展
望
と
し
て
、
引
き
続
き
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
そ
う
い
っ
た

お
仕
事
を
行
い
な
が
ら
、地
域
社
会
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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子育てトピックス

お知らせ

「おひさま」とは…親子で気軽に遊べて、友だち同士、悩みなど相談できるふれあいの場所です。（幼児センター内）

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

このコーナーでは、子育てに関する
さまざまな活動や情報をご紹介します！

雪
遊
び

　
「
お
ひ
さ
ま
」で
は
、お
母
さ
ん

た
ち
と
一
緒
に
雪
遊
び
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

雪
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
形

を
変
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、

想
像
力
や
表
現
力
が
豊
か
に
な

り
、こ
こ
ろ
が
育
つ
魔
法
！　

と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

尻
す
べ
り
を
し
た
り
、ス
コ
ッ

プ
で
雪
山
や
か
ま
く
ら
を
作
っ

た
り
と
屋
外
で
の
び
の
び
遊
ぶ

こ
と
が
、寒
さ
に
負
け
な
い
丈
夫

な
体
づ
く
り
に
も
な
り
ま
す
。

　
「
お
ひ
さ
ま
」で
は
、こ
れ
か
ら

も
学
び
が
た
く
さ
ん
あ
る
雪
遊

び
な
ど
屋
外
活
動
を
取
り
入
れ
、

楽
し
ん
で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 そり滑りは楽しいな！！

お
ひ
さ
ま

こ
ん
な
遊
び
を

し
て
い
ま
す

　

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
楽
し
み
、

指
先
が
発
達
し
て
き
た
年
長
児

は
、
こ
の
時
期
あ
や
と
り
遊
び
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。秋
に
３
ｍ
以

上
の
長
い
布
を
使
っ
て
三
つ
編
み

で
自
分
の
縄
跳
び
を
編
ん
だ
経
験

を
生
か
し
、
今
度
は
毛
糸
で
自
分

の
あ
や
と
り
用
の
ひ
も
を
編
み
ま

す
。細
か
く
根
気
の
い
る
作
業
で

す
が
、
自
分
だ
け
の
あ
や
と
り
は

格
別
に
嬉
し
い
も
の
で
す
。

　

完
成
し
た
ら
、本
を
み
た
り
、保

育
者
や
友
だ
ち
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
、
ど
ん
ど
ん
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
で
き
る
楽
し
い
遊
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。

幼
児

セ
ン
タ
ー

二人であやとり。上手にとれるかな？

〈このページに関する問合せ〉
こども未来課こども未来係▶担当／谷井・淵野
TEL.0136-44-2101
ニセコ町幼児センター「きらっと」▶担当／青木・佐藤
TEL.(代表)0136-44-2700　FAX.0136-44-2725

子育て講座「藍染め教室」
　ニセコ生活の家の人が「藍染め」を教えてくれます。
　今回は、バンダナとハンカチのどちらかを選んでもら
い、染め上げる工程を体験できます。
　◆日時／2月17日（金）　午前10時～
　◆場所／生活の家　作業棟
　◆講師／木村  ふみえさん
　◆託児／子育て支援センター「おひさま」
　◆材料費／ハンカチ　500円　バンダナ　700円
　　　　　　※当日実物を見て選んでください
　◆申込期限／2月10日（金）

幼児センター保育開放
　0歳児から就学前の親子を対象に、幼児センターの
保育開放を行います。
　◆日時／2月28日（火）　午前10時～
　◆場所／幼児センター
　◆内容／リズム遊び・雪あそびなど
　◆申込期限／2月21日（火）
※保育内容は当日変更になる場合があります。親子とも雪
　遊びのできる服装でお越しください
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み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

　

今
回
は
「
あ
る
臓
器
」
に
つ
い
て

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
臓

器
の
大
き
さ
は
約
10
〜
20ｇ
位
で
、

脳
か
ら
の
指
令
を
受
け
、「
あ
る
ホ

ル
モ
ン
」を
放
出
し
、
体
全
体
の
新

陳
代
謝
を
司
り
、
脈
拍
数
や
体
温
、

自
律
神
経
な
ど
の
働
き
を
調
節
す

る
作
用
が
あ
り
ま
す
。こ
の
臓
器
の

働
き
が
悪
く
な
る
と
、
易
疲
労
感
、

動
悸
、息
切
れ
な
ど
の
症
状
が
現
れ

ま
す
。そ
の
臓
器
の
あ
る
場
所
は
喉

の
表
面
近
く
に
あ
り
、蝶
々
の
よ
う

な
形
を
し
て
い
ま
す
。

　
あ
る
臓
器
と
は
？

　

…
…

正
解
は
甲
状
腺
で
す
。甲
状

腺
は
脳
の
下
垂
体
と
い
う
場
所
か

ら
指
令
を
受
け
、甲
状
腺
自
体
の
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
働
き

を
持
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
甲
状
腺

の
機
能
が
落
ち
る
と
脳
か
ら
の
刺

激
ホ
ル
モ
ン
が
増
え
、機
能
が
亢
進

す
る
と
刺
激
ホ
ル
モ
ン
が
減
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
る
ホ
ル
モ
ン
」
と
は
甲
状
腺

ホ
ル
モ
ン
で
す
。甲
状
腺
機
能
が
亢

進
す
る
病
気
の
代
表
は
バ
セ
ド
ウ

病
で
す
。バ
セ
ド
ウ
病
は
甲
状
腺
を

刺
激
す
る
ホ
ル
モ
ン
の
自
己
抗
体

が
で
き
、甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
過
剰

に
作
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
起
こ
る

病
気
で
す
。逆
に
甲
状
腺
機
能
が
低

下
す
る
病
気
の
代
表
は
橋
本
病
で

す
。橋
本
病
は
甲
状
腺
を
障
害
す
る

自
己
抗
体
が
で
き
る
こ
と
で
、甲
状

腺
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
減
る
こ
と

に
よ
り
上
記
の
諸
症
状
が
で
ま
す
。

上
記
の
疾
患
と
も
血
液
検
査
を
す

る
こ
と
で
確
定
診
断
が
得
ら
れ
ま

す
。

　
治
療
法
は
？

　

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
不
足
し
て

い
る
場
合
は
、甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
剤

を
飲
み
ま
す
。増
加
し
て
い
る
場
合

は
、甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
合
成
を
抑

え
る
薬
を
内
服
し
た
り
、放
射
性
ヨ

ウ
素
を
内
服
し
た
り
し
て
甲
状
腺

ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
を
減
ら
し
ま

す
。ま
た
、
薬
の
副
作
用
が
出
た
場

合
や
内
服
に
抵
抗
す
る
場
合
は
甲

状
腺
の
一
部
を
取
り
除
く
手
術
を

施
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
喉
が
腫
れ
て
い
る
？

　

見
た
目
に
喉
周
囲
が
腫
れ
て
見

え
る
場
合
は
甲
状
腺
腫
を
疑
い
ま

す
。良
性
と
悪
性
が
あ
り
、
良
性
の

場
合
は
甲
状
腺
の
中
に
水
分
が
溜

ま
っ
た
構
造
物
が
で
き
た
状
態
に

な
り
、見
た
目
腫
れ
た
よ
う
に
見
え

ま
す
。多
く
の
場
合
、
良
性
で
経
過

観
察
と
な
り
ま
す
。注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
が
、悪
性
腫
瘍
で
す
。

悪
性
腫
瘍
は
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
多
く
は
乳
頭

が
ん
で
増
殖
速
度
が
非
常
に
遅
い

の
が
特
徴
で
す
。そ
し
て
他
の
臓
器

に
で
き
る
が
ん
に
比
べ
て
治
療
効

果
が
現
れ
や
す
い
特
性
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　

体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
な
ど
の
症

状
が
あ
る
と
き
は
甲
状
腺
機
能
を

調
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

ドクター河合の

ニセコ医院
TEL.0136-44-2201

河合医師

　 　 健 康
メ モ

ひ と
 く ち

vol.
27

住民係窓口受付分

2月生まれ

こ
う
し
ん

こ
う

し
ん

き
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く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

ニ
セ
コ
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
し
ら
せ

★
令
和
5
年
度
設
置
分
で
す

浄
化
槽
設
置
整
備
費
補
助

　

町
で
は
、
令
和
5
年
度
に
町

内
の
個
人
住
宅
で
新
た
に
浄
化

槽
を
設
置
す
る
人
に
対
し
て
、

設
置
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。

　

申
込
用
紙
は
、
町
民
生
活
課

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
金
額
や
対
象
と

な
る
要
件
と
し
て
、
浄
化
槽
の

大
き
さ
や
工
事
の
内
容
な
ど
の

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象

・
公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集

　

落
排
水
処
理
施
設
の
処
理
区

　

域
外
で
あ
る
こ
と

・
町
税
や
公
共
料
金
な
ど
を
滞

　

納
し
て
い
な
い
こ
と

・
住
宅
の
所
有
者
が
個
人
で
ニ

　

セ
コ
町
住
民
と
し
て
居
住
し

　

て
い
る
か
、
転
入
し
て
5
年

　

以
上
居
住
す
る
こ
と
が
明
ら

　

か
で
あ
る
こ
と
（
住
所
移
転

　

の
手
続
き
必
要
）

・
事
業
所
、
販
売
目
的
と
し
た

　

住
宅
で
な
い
こ
と

・「
補
助
金
交
付
決
定
通
知
書
」

　
（
補
助
金
交
付
申
請
の
後
に

　

発
行
）
の
前
に
工
事
に
着
手

　

し
た
場
合
は
、補
助
対
象
と

　

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
願

　

い
ま
す
。

■
受
付
期
間
／
2
月
１
日

（水）
〜

　

3
月
10
日

（金）

■
そ
の
他
／
新
し
く
建
て
る
住

　

宅
に
設
置
す
る
浄
化
槽
の
補

　

助
に
つ
い
て
は
、
令
和
5
年

　

度
で
終
了
す
る
予
定
な
の
で

　

住
宅
の
新
築
を
考
え
て
い
る

　

人
は
今
年
度
の
設
置
を
ご
検

　

討
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
町
民
生
活
課
生
活

　

環
境
係 　
　

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　

  

担
当
＝
松
澤
・
高
田

★
不
正
な
請
求
に
ご
注
意
を

漏
水
調
査
を
か
た
る
不
審
電
話

　

最
近
、
北
海
道
内
の
他
の
市

町
村
で
、
水
道
局
や
水
道
事
業

者
を
名
乗
る
者
か
ら
「
宅
内
で

漏
水
し
て
い
て
水
道
料
金
が
高

く
な
っ
て
い
る
。
今
な
ら
5
千

円
で
調
査
・
修
理
す
る
」
と
い

う
電
話
を
受
け
て
依
頼
し
た
と

こ
ろ
、
4
万
円
を
請
求
さ
れ
た

な
ど
の
事
案
が
多
数
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

個
人
宅
で
漏
水
の
疑
い
が
あ

る
場
合
は
、
上
下
水
道
課
職
員

や
ニ
セ
コ
町
水
道
施
設
維
持
管

理
委
託
事
業
者
が
水
道
メ
ー

タ
ー
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
調

査
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
町
職
員
な
ど
に
よ
る

調
査
の
結
果
、
工
事
が
必
要
と

な
る
場
合
は
、
水
道
使
用
者
本

人
か
ら
、
直
接
、
水
道
指
定
工

事
店
に
修
理
の
依
頼
を
し
て
も

ら
い
ま
す
の
で
、
工
事
店
側
か

ら
突
然
「
修
理
工
事
が
必
要
で

す
」
と
い
う
よ
う
な
連
絡
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
連
絡
が
あ
っ
た
場
合

は
、
役
場
に
問
い
合
わ
せ
を
し

て
、
安
易
に
漏
水
調
査
や
修
理

の
依
頼
な
ど
を
し
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
上
下
水
道
課
維
持

　

係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　

  

担
当
＝
重
森
・
馬
渕

防
災
ラ
ジ
オ
の
自
動
起
動
訓
練

　

町
で
は
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
J
‐
A
L
E
R
T
)の

全
国
一
斉
訓
練
に
あ
わ
せ
て
、

防
災
ラ
ジ
オ
の
自
動
起
動
訓
練

を
行
い
ま
す
。

　

訓
練
時
刻
に
な
る
と
、
防
災

ラ
ジ
オ
か
ら
大
き
な
音
声
が
流

れ
ま
す
。
訓
練
で
す
の
で
、
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
訓
練
日
時
／
2
月
15
日

（水）　

　

午
前
11
時
〜

■
問
合
せ
／
総
務
課
防
災
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　

  

担
当
＝
青
田
・
稲
辺

お
知
ら
せ
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・
当
日
に
せ
き
な
ど
風
邪
の
よ

　

う
な
症
状
が
あ
る
人

・
申
告
前
の
検
温
で
発
熱
が
あ

　

る
人
、
検
温
を
拒
否
す
る
人

・
そ
の
他
感
染
防
止
の
観
点
か

　

ら
不
適
切
と
判
断
し
た
人

　

ま
た
、
当
日
体
調
が
す
ぐ
れ

な
い
場
合
は
、
無
理
せ
ず
後
日

改
め
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

 

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら

 

で
も
確
定
申
告
は
で
き
ま
す

　

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経

由
で
確
定
申
告
な
ど
が
で
き
る

仕
組
み
が
e
‐
T
a
x
で
す
。

e
‐
T
a
x
の
場
合
、
税
務
署

や
役
場
で
申
告
す
る
よ
り
も
次

の
よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

・
ご
自
宅
で
確
定
申
告
が
済
ま

　

せ
ら
れ
る

・
い
つ
で
も
申
告
で
き
る

・
添
付
書
類
（
生
命
保
険
の
証

　

明
書
な
ど
）
の
提
出
が
不
要

・
還
付
が
早
い
（
3
週
間
程
度
）

　

e
‐
T
a
x
は
、
毎
年
便
利

　

で
手
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う

　

進
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

　

会
に
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

■
e
‐
T
a
x
利
用
方
法
／
ま

　

ず
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で　

　
「
e
‐
T
a
x
」
と
検
索

 

あ
な
た
の
申
告
は

 

今
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？

　

医
療
費
や
寄
付
金
、
生
命
保

険
な
ど
の
控
除
を
追
加
し
て
納

め
す
ぎ
の
所
得
税
を
返
し
て
も

ら
う
申
告
（
還
付
申
告
）
の
場

合
は
、
3
月
15
日
ま
で
に
行
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
還
付
申

告
は
5
年
間
行
え
る
た
め
、
令

和
4
年
分
は
令
和
9
年
12
月
31

日
ま
で
、
い
つ
で
も
申
告
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
時
期
は
税
務
署

や
役
場
は
混
雑
し
ま
す
。
も
し
、

申
告
が
税
金
の
還
付
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
感
染
防

止
を
考
え
て
時
期
を
ず
ら
し
た

り
、
e
‐
T
a
x
を
利
用
し
た

り
と
い
う
こ
と
も
ぜ
ひ
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

 

申
告
が
必
要
か
ど
う
か

 

わ
か
ら
な
い
場
合
は

　

ご
自
身
で
確
定
申
告
を
す
べ

き
か
、
し
た
ほ
う
が
良
い
か
わ

か
ら
な
い
場
合
、
気
軽
に
役
場

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
相
談
に
な
る
際
は
、

昨
年
1
年
間
の
収
入
と
支
出
が

わ
か
る
次
の
よ
う
な
書
類
を
お

手
元
に
ご
用
意
の
上
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
よ
り
詳
し
い
ご
相
談

に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
参
考
書
類
（
一
例
）
／

・
給
料
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票

・
医
療
費
の
領
収
書
（
自
己
負

　

担
総
額
を
合
計
し
た
も
の
）

・
生
命
保
険
の
控
除
証
明
書

　

な
ど

※
確
定
申
告
全
般
に
つ
い
て
は

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
国
税

　

庁　

確
定
申
告
」
で
検
索
し

　

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
税
務
課

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　

  

担
当
＝
松
田
・
菅
原

★
事
前
予
約
が
必
要
で
す

確
定
申
告
の
受
付

　

役
場
で
確
定
申
告
が
で
き
る

の
は
2
月
16
日

（木）
〜
3
月
15
日

（水）
ま
で
で
す
。

※
倶
知
安
税
務
署
で
は
い
つ
で

　

も
申
告
で
き
ま
す

  

重
要
！

 

確
定
申
告
は
事
前
予
約
が

 

必
要
で
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
の
た
め
、
確
定
申
告
は
希

望
す
る
日
時
を
事
前
に
予
約
の

う
え
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て

役
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
予
約
は
希
望
日

の
前
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／　
　
　

　

zeim
u@

tow
n.niseko.lg.jp

※
税
務
署
で
申
告
す
る
場
合　

　

は
、事
前
予
約
で
は
な
く
「
入

　

場
整
理
券
」
を
事
前
に
取
得

　

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

申
告
を
お
断
り
す
る
場
合
が

 

あ
り
ま
す

　

今
年
は
、
事
前
予
約
を
し
て

い
な
い
人
は
確
定
申
告
を
お
受

け
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
前

予
約
を
し
て
い
て
も
、
次
に
該

当
す
る
人
は
申
告
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

12月中、ニセコ町では事件はありませ
んでした。

衝突事故など2件
（12月23日）国道において、人身事故が発生。

倶知安警察署／℡ 0136-22-0110

事　件

交通事故

まちの事件簿 ニセコ町
防犯協会

資源ごみの出し方に注意をしましょう！
　ニセコ町では空き缶やペットボトルなど資源と
してリサイクルができるごみを、資源ごみとして収
集をしています。みなさんの協力でリサイクルを
行っていますが、出される資源ごみの中には汚れた
ままの状態で袋に入れて出されるものもあります。
　資源ごみとして分別して出しても、残念ながら汚
れた状態では資源にすることができません。
　資源ごみとして出す場合は、残っている中身を出
して水で軽く洗い、空き缶、空きびん、ペットボトル
などそれぞれに分けて、透明な袋（半透明な袋）に入
れて出してください。また、ペットボトルについて
はキャップとラベルを外して出してください。外し
たキャップとラベルは、その他プラスチック製容器
包装になります。
　段ボールや紙類も収集しやすいようにひもで縛
るか袋に入れて出すようにご協力ください。特にひ
もで縛る場合はほどけないようにしっかりと縛っ
てください。
　限りある資源を有効活用するため、みなさんの
ご協力をお願いします。

クリーンステーション

■問合せ／町民生活課生活環境係
　　　　　℡ 0136-44-2121　   担当＝松澤・高田
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�����������
���������������地域とともにある学校づくり

ニセコスタイルの
コミュニティ・スクール

し
尿
等
汲
み
取
り
料
金
の
改
定

　

し
尿
等
汲
み
取
り
料
金
（
処

理
手
数
料
）
が
令
和
5
年
7
月

1
日

（土）
か
ら
10
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
86
円
か
ら
94
円
（
税
込
み
）

に
改
定
さ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
し
尿
の
収
集
運
搬

業
務
を
安
定
的
に
行
っ
て
い
く

た
め
の
改
定
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
最
低
基
本
料
金

3
6
0
リ
ッ
ト
ル
で
3
，

3
8
4
円
と
な
り
、
現
行
よ
り

2
8
8
円
増
え
ま
す
。ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
羊
蹄
山
麓
環
境
衛

　

生
組
合　

羊
蹄
衛
生
セ
ン

　

タ
ー
総
務
係

　

℡
0
1
3
6
-22
-0
2
1
1

綺
羅
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

期
限
延
長
！

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
最
大
2
万

円
分
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要

な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

期
限
は
、
令
和
5
年
2
月
末
ま

で
に
延
長
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
で
、
国
の
取
り
組
み
と

あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
綺
羅
ポ

イ
ン
ト
1
，
0
0
0
円
分
付
与

の
申
請
期
限
も
、
令
和
5
年
2

月
末
ま
で
に
延
長
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
令
和
4
年
7
月
26

　

日
以
降
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド
を
初
め
て
申
請
さ
れ

　

る
人

※
紛
失
、期
限
切
れ
な
ど
に
よ
る

　

再
発
行
の
人
は
対
象
外
。

■
カ
ー
ド
申
請
期
限
／
令
和
5

　

年
2
月
28
日

■
ポ
イ
ン
ト
付
与
期
限
／
令
和

　

5
年
2
月
28
日
（
変
更
に
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

ま
だ
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
こ

の
機
会
に
作
成
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

■
問
合
せ
／
町
民
生
活
課
住
民

　

係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　

  

担
当
＝
前
川
・
髙
橋

相
談

困
っ
た
ら 

一
人
で
悩
ま
ず

行
政
相
談

　

行
政
相
談
委
員
が
町
民
の
み

な
さ
ま
か
ら
の
行
政
に
対
す
る

苦
情
や
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
お
聞
き
し
ま
す
。相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

役
場
の
仕
事
に
つ
い
て
、

困
っ
て
い
る
こ
と
、
ご
意
見
・

ご
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
行
政
相
談
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
行
政
相
談
委
員
／
鹿
内　

英

　

二
さ
ん
（
字
有
島
）

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
4
0
7

※
総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　

き
く
み
み
函
館
で
も
相
談
を

　

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
「
行
政
苦
情
1
1
0
番
」（
℡　

　
0
5
7
0
‐
0
9
0
‐
1
1
0
）

　

ま
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
　
談

●受付期間／２月１日（水）～２月１５日（水）
●入居資格・申込方法／詳しくはお問い合わせください
■町営住宅に関する問合せ／都市建設課住宅管理係
   　　　　　　　　　　　　　　     担当＝谷井・佐々木

団地名種 類 形 式 構 造

公営住宅
（世帯用）

望羊団地
D棟

302号室

3ＬＤＫ
（67.08㎡）
平成5年建設

中耐火
構造
3階建

家 賃 目 安
最 低 ～ 最 高
12,300円～
59,400円

（収入等で変動）

特公賃
（単身用）

のぞみ団地
1号棟

109号室

1ＬＤＫ
（41.5㎡）
平成8年建設

耐火
構造
2階建

家賃 36,000円
車庫代 3,000円

駐車スペース／各戸有

町営
住宅に 空き室があります

　コミュニティ・スクール委員会では、活動を広く
知っていただくために毎月ラジオニセコに出演して
います。
　事務局からの活動報告のほか、最近ではニセコの
子どもたちの元気な声もお届けしています。12月～
2月の放送分には、ニセコ小学校3～4年生の希望者
が収録に参加してくれました。大好きな給食の話、
頑張っている活動、今後やってみたいことなど、子
どもたちのホットな声を放送します。
　コミュニティ・スクールの広報活動としてはもち
ろんのこと、子どもたちにとっても、ニセコにある
施設での体験・ニセコで活躍する人との出会いの場
として、さまざ
ま な 職 業 ・ 環
境・人に興味を
もち、ニセコに
つ い て 考 え る
きっかけにつな
がってほしいと
考えています。
○放送日：毎月第2火曜日　午後4時半～
　　　　  （再放送午後7時半～）
○番組名：Kira綺羅Niseko「ニセココミュニティ　
　　　　　 スクールタイム」のコーナーにて

■問合せ／コミュニティ・スクール委員会事務局
　　　　　ニセコ町教育委員会（担当：青山）
　　　　　℡ 0136-44-2101

チャンネル

vol.
35

子どもたちの声をお届け！
～広報部会ラジオニセコ出演中！～
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ニ
セ
コ
バ
ス
職
場
体
験

　

公
共
交
通
の
維
持
に
不
可
欠

な
バ
ス
乗
務
員
の
業
務
を
実
際

に
体
験
し
、
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、「
ニ
セ
コ
バ
ス

職
場
体
験
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
令
和
5
年
2
月
23
日

　

（木）　

午
前
10
時
半
〜

■
場
所
／
ニ
セ
コ
バ
ス
本
社
営

　

業
所
（
字
中
央
通
8
番
地
）

■
内
容
／
○
概
要
説
明
○
業
務

　

体
験
（
車
両
点
検
・
点
呼
・

　

乗
務
・
車
両
格
納
な
ど
）
○

　

採
用
応
募
要
領
説
明

■
対
象
／
大
型
二
種
免
許
取
得

　

可
能
年
齢
（
19
歳
）
以
上
で
、

　

バ
ス
乗
務
員
に
興
味
の
あ
る

　

人
※
大
型
二
種
未
取
得
で
も
参
加

　

可
■
人
数
／
先
着
5
人（
予
約
制
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
ニ
セ
コ

　

バ
ス
株
式
会
社

　

℡
0
1
3
6
-56
-8
1
1
1

　
　
　
　

  

担
当
＝
野
崎
・
石
島

自
衛
官
採
用
の
お
知
ら
せ

●
予
備
自
衛
官
補

■
受
験
資
格
／
一
般
:18
歳
以

　

上
34
歳
未
満
の
人

　

技
能
:18
歳
以
上
で
国
家
免
許

　

資
格
な
ど
を
有
す
る
人

■
受
付
期
間
／
1
月
10
日

（火）
〜

　

4
月
6
日

（木）

■
試
験
日
／
4
月
8
日

（土）
〜
23

　

日
（日）
の
い
ず
れ
か
1
日

●
一
般
曹
候
補
生
（
第
1
回
）

■
受
験
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳

　

未
満
の
人

■
受
付
期
間
／
3
月
1
日

（水）
〜

　

5
月
9
日
（火）

■
試
験
日
／
5
月
19
日

（金）
〜
28

　

日
（日）
の
い
ず
れ
か
1
日

■
問
合
せ
／
自
衛
隊
札
幌
地
方

　

協
力
本
部
倶
知
安
地
域
事
務

　

所
■
住
所
／
倶
知
安
町
南
3
条
東

　

1
丁
目

　

℡
0
1
3
6
-23
-3
5
4
0

　

ま
た
は
自
衛
官
募
集
相
談
員

　
　
　
　
　

  　

下
口　

登
さ
ん

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
7
7

ニ
セ
コ
町
総
合
計
画
策
定

審
議
会
委
員
募
集

　

詳
細
は
広
報
折
り
込
み
チ
ラ

シ
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
／
2
月
17
日

（金）

■
応
募
・
問
合
せ
／
企
画
環
境

　

課
経
営
企
画
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　

  

担
当
＝
大
野
・
高
田

募
　
集

●今月のテーマ

「遺産分割の新制度」
　相続手続きが始まると、遺言がなければ、相続人が
遺産について話し合うことから始まります。話し合いが
まとまらないときには、裁判所に遺産分割を求めること
になります。
　では、裁判所でどのように遺産を分けるのかと言い
ますと、裁判所では、法律で決められている相続分（法
定相続分）を基準として、亡くなった人（被相続人）から
生前に不動産や金銭などの特別の財産をすでに受け
取っていた相続人は、亡くなった後に相続できる遺産
がその分少なくなり、また、無給で家業や療養介護を献
身的に行うなど特別に被相続人の財産の維持に貢献
した相続人は、その分もらえる遺産が多くなるように調
整され、できるだけ平等に遺産が行き渡るよう分けら
れるのが一般的です。
　ところで、令和5年4月1日から裁判所の遺産分割の
方法が一部変更になります。具体的には、被相続人が
亡くなってから10年が経過している場合に限って、法
定相続分に従って画一的に遺産の分割が行われるよう
になります。そうなると、生前贈与や療養介護の貢献な
どが考慮されることはありません。
　相続人の話し合いがなされないまま、相続開始から
10年経っても遺産がそのまま放置されている例は少な
くありません。相続人間に遺恨を残さないよう、生前贈
与や療養介護の貢献を考慮して遺言を残すというのも
ひとつの方法ではないでしょうか。

パークフロント法律事務所ニセコ事務所
ニセコ町字本通141番地
℡ 0136-44-3800  FAX.0136-44-3801

くらしのお 悩み
解決します！

片平弁護士の

《ニセコ町社会福祉協議会受付分》
「父が生前お世話になったお礼として」

里見親交会　大橋  敏範 様
「母が生前お世話になったお礼として」

宮田親交会　高木  文雄 様
「母が生前お世話になったお礼として」

福井親交会　二瓶  義雄 様

心の贈り物 ご寄付をいただきました。
善意に感謝します

■問合せ／北方領土復帰期成同盟後志地方支部
　　　　　 倶知安町北1条東2丁目（後志総合振興局内）
   　　　　　                   ℡ 0136-22-0216

2月7日は「北方領土の日」です
「四島還せ！ 声出し合って 動く今」

　「広報ニセコ」1月号で、10人の議員のうち1人の議員
のみを取り上げた記事を掲載したことは、 統一地方選
挙を前に公平性を欠いておりました。ここにお詫び申し
上げます。広報誌編集において、以後このようなことが
ないよう配慮してまいります。

おわび
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文
　
化

有
島
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト

●
館
長
講
話
②
「
芸
術
」
の
陰

　
謀
、
再
び
―
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

　
の
現
在
に

■
日
時
／
2
月
18
日

（土）　

午
後

　

2
時

■
講
師
／
寺
嶋
弘
道（
当
館
館
長
）

■
会
場
／
有
島
記
念
館

■
料
金
／
入
館
料
の
み

●
映
像
上
映
会

・
映
画
「
遥
か
な
る
山
の
呼
び

　

声
」
主
演
:高
倉
健
（
2
月

　

25
日

（土）
）

・
映
画「
死
闘
の
伝
説
」主
演
:

　

岩
下
志
麻（
3
月
4
日

（土）
）

■
開
演
／
各
日
午
後
2
時

■
料
金
／
無
料（
要
電
話
申
込
・

　

定
員
20
人
）

●
宮
山
登
山
会

■
日
時
／
3
月
4
日

（土）　

午
前

　

9
時
半
有
島
記
念
館
集
合

■
所
要
時
間
／
約
２
時
間
程
度

■
参
加
料
／
無
料
（
要
電
話
申

　

込
・
定
員
10
人
）

※
暖
か
く
雪
の
中
を
歩
き
や
す

　

い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
み
／
有
島
記

　

念
館

　

℡
0
1
3
6
-44
-3
2
4
5

　
　
　
　
　
　
　

担
当
＝
伊
藤

※落札率とは、町が予定していた金額に対し、実際に契約した金額の割合のことです　
※単価契約は除いています

ニセコ町総合体育館電気設備負荷開閉器取替工事
■予定価格：2,414,500円　■契約金額：2,387,000円
■落札率：98.9％　■契約相手：株式会社 本間商店　

契約結果を公表します

11月10日から12月8日までに行なわれた入札や随意契約は次のとおりです

工事や委託業務、物品購入などの契約結果をお知らせします。

　高校１年生のときに実家を離れ、ニセコ
高校で4年間勉強してきました。私の高校生
活を彩ってくれたニセコ町で働けることが
とても嬉しいです。ニセコ町で暮らすみなさ

んの支えになれるよう精一杯頑張ります！

税務課税務係

青木  未歩（幕別町出身）
あおき　                みほ

　前職では興部町で国保病院の事務やワ
クチン業務を行っていました。これからニセ
コ町のみなさんの健康的な生活をお手伝
いできるよう頑張ります！

　また、プライベートでは登山やジョギングが趣味なので、ニ
セコのさわやかな風を感じながらアクティビティを楽しみたい
と思います。

保健福祉課保険医療係兼感染症対策係

八木  実央（斜里町出身）
やぎ　              みお

新しい職員です。 よろしくお願いします。

2/19（日）ニセコミライの敷地で
スノーシュー散策を行います！
　みなさんこんにちは！　昨年の冬にニセコミラ
イの敷地で開催したスノーシュー散策を、今年も開
催することとなりました！　前回は 3 月下旬に「春
を探して歩こう！」というテーマで行いましたが、
今回は少し時期を早めて、前回とはまた違った視点
でスノーシュー散策を楽しめたらと思っています。
　ニセコミライの敷地は、現在ひろーーーい雪原と
なっています。積雪のおかげで、これまで入れな
かったところに入れるようになったり、今まで手が
届かなかったところに手が届いたりと、今まで気づ
かなかった新しい発見があるかもしれません。簡易
的なプラスチックかんじきもご用意していますの
で、ぜひお気軽にご参加いただけたら嬉しいです♪
イベント詳細は、町内各所に掲示しているチラシや

（株）ニセコまちのSNSページからご確認ください。
■日程／ 2 月 19 日（日）　午後 1 時～午後 3 時
 　※荒天の場合は中止となります。
■集合場所／（株）ニセコまち事務所（運動公園管理
　棟 2 階）
■対象／どなたでもご参加可能（定員数：10 人程度）
■服装･持ち物／雪の中を歩ける格好でお越し下さい。
■お申込／記載の QR コードから Google フォー
　ムにアクセスいただき、お申し込み
　ください。
■参加費／無料

まちづくり会社の活動！ 
追 跡 ！ Vol.25

雪
の
あ
る
暮
ら
し

　

私
た
ち
の
生
活
を
縁
の
下
で
支

え
る
仕
事
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す

が
、
と
り
わ
け
こ
の
時
期
、
除
雪
を

請
け
負
う
み
な
さ
ん
は
大
変
で
す
。

吹
雪
の
中
、夜
中
の
町
道
除
雪
か
ら

始
ま
り
、常
に
安
全
・
迅
速
・
細
心

な
作
業
が
求
め
ら
れ
ま
す
。お
か
げ

で
排
雪
後
の
町
は
清
々
し
さ
を
感

じ
ま
す
。〇
市
と
比
べ
る
と
ニ
セ
コ

町
の
除
雪
は
本
当
に
丁
寧
、と
お
褒

め
の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。一
方
で
役
場
担
当
に
は
毎

日
の
よ
う
に
苦
情
も
寄
せ
ら
れ
ま

す
。昔
は
よ
く
作
業
の
後
に
感
謝
さ

れ
た
が
今
は
苦
情
ば
か
り
、と
い
う

声
も
耳
に
し
ま
す
。

　

技
術
も
丁
寧
さ
も
向
上
し
て
い

る
は
ず
が
、私
た
ち
の
要
求
水
準
が

変
化
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ

の
上
、こ
の
仕
事
も
深
刻
な
人
手
不

足
。こ
の
た
め
町
で
は
働
き
手
の
免

許
取
得
応
援
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

雪
国
の
暮
ら
し
を
支
え
る
除
排
雪

作
業
に
み
な
さ
ん
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ニ
セ
コ
町
副
町
長　

山
本　

契
太
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まちのまちのカレンダー
C A L E N D A R  o f  N I S E K O  T O W N

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町＝町民センター役＝役場

運＝運動公園
あ＝あそぶっく 幼＝幼児センター

体＝総合体育館 オ＝オンライン有＝有島記念館
こ＝こども館
倉＝中央倉庫群

カレンダーの見方

2
FEBRUARY

※状況により中止・延期とする場合があります。

介護保険料〈第8期〉
の納期です
◆納期限は27日（月）

■介護保険料の問合せ／保健福祉課
　       　      　  ℡ 0136-44-2121

口座振替をご利用の人は、残高の確認を
お願いします

2月は

※状況により中止・延期とする場合があります。

▢日5

あそぶっく休館日あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

あそぶっく夜間開館

あそぶっく夜間開館

あそぶっく夜間開館

●人形劇団「オペレ」／
　あ:14:50～15：50
　あそぶっくだよりｐ12参照
●Introductory 　　
　Japanese／
　町：18：00～

●開町120年記念感謝状
　贈呈式／
　町：10：00～
●キッズパーク／
　倉1号倉庫：
　10：00～16：00

●Introductory 　　
　Japanese／
　町：18：00～

●貯筋教室／
　町：10：30～

●ニセコ英会話サークル／
　お：10：00～
●キッズパーク／
　倉1号倉庫：
　10：00～16：00

●放課後子ども教室／
　町：13：30～

●放課後子ども教室／
　近藤小学校：14：15～

●宮山登山会／
　有集合：9：30～
●映画上映会／
　有：14：00～
　くらしの情報ｐ21参照

●キッズパーク／
　倉1号倉庫：
　10：00～16：00

●対がん総合検診／
　札幌 ( バス )6:00 ～
　（町民センター出発）
●放課後子ども教室／
　町：13：30～

●キッズパーク／
　倉1号倉庫：
　10：00～16：00

●子育て講座「藍染め教
　室」／
　生活の家：10：00～
　にこにこ広場ｐ15参照
●放課後子ども教室／
　近藤小学校：14：15～

●キッズパーク／
　倉1号倉庫：
　10：00～16：00

▢月13

●キッズパーク／
　倉1号倉庫：
　10：00～16：00

●放課後子ども教室／
　町：13：30～

●防災ラジオ自動起動
　訓練／
　町内：11：00～
　くらしの情報ｐ17参照

●放課後子ども教室／
　近藤小学校：14：15～
●こんにちは町長室／
　役：15：00～

●ニセコ英会話サークル／
　お：10：00～
●映画上映会／
　有：14：00～
　くらしの情報ｐ21参照

●幼児センター保育開放／
　幼：10：00～
　にこにこ広場ｐ15参照

●あそぶっくらぶ（予約制）／
　あ:15:00～
●Introductory 　　
　Japanese／
　町：18：00～

●館長講話②／
　有：14：00～
　くらしの情報ｐ21参照

あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

中央倉庫群休館日

中央倉庫群休館日

中央倉庫群休館日

中央倉庫群休館日あそぶっく休館日

あそぶっく休館日 あそぶっく休館日

●キッズパーク／
　倉1号倉庫：
　10：00～16：00

▢日5 ▢月6 ▢火7 ▢水8 ▢木9

▢木16

▢金10 ▢土11

▢日12 ▢火14 ▢水15

▢水22

▢金17 ▢土18

▢日19 ▢月20 ▢火21 ▢木23 ▢金24 ▢土25

▢日26 ▢月27 ▢火28 ▢水3/1 ▢木2 ▢金3 ▢土4

6▢月 7▢火 8▢水

●放課後子ども教室／
　町：13：30～

●弁護士無料法律相談／
　町：13：00～
　（前日昼までに要予約）
●健康運動教室／
　町：14：00～

●夜間・休日の救急・急病対応

▢倶知安厚生病院
℡ 0136-22-1141
倶

救急受付
365日

24時間対応

●1歳半・3歳児健診／
　町：13：00～

●弁護士無料法律相談／
　町：13：00～
　（前日昼までに要予約）
●健康運動教室／
　町：14：00～

●弁護士無料法律相談／
　町：13：00～
　（前日昼までに要予約）
●健康運動教室／
　町：14：00～

●ニセコ町こどもスキー
　フェスティバル兼第69回
　全町児童スキー大会／
　モイワスキーリゾート：
　9：15～
●貯筋教室／
　町：10：30～

●放課後子ども教室／
　町：13：30～

町

町

町

町

町

町

町町

オ

オ

有

有

有

有

町 町

町

幼

町

町

町

町

あ

町

町

町

町

建国記念
の日

天皇誕生日

倉

倉

倉
役

倉

倉

倉

倉
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今
月
の
表
紙
に
も
な
っ
た｢

二
十
歳
の
つ
ど
い｣

で
す
が
、
成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
が
り
、
ニ

セ
コ
町
だ
け
で
な
く
全
国
的
に
二
十
歳
の
つ
ど

い
と
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

　
二
十
歳
と
い
う
と｢

お
酒
を
飲
め
る
よ
う
に
な

る｣

と
こ
ろ
が
大
き
い
の
か
な
と
い
う
印
象
が
あ

り
ま
す
。今
回
の
二
十
歳
の
つ
ど
い
の
参
加
者
に

も
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
彫
刻
で
羊
蹄
山
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
ビ
ア
グ
ラ
ス
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
か
く
い
う
私
も
今
年
度
二
十
歳
を
迎
え
、二
十

歳
の
つ
ど
い
に
参
加
し
ま
し
た
。同
級
生
を
撮
影

出
来
る
日
が
来
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
仕
事
で
身
に
付
け
た
も
の
を
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
発
揮
出
来
る
こ
と
に
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。    （
ゆ
）

編
集
後
記

D
A
TA

 O
F N
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W
N

町内の放射線量の状況 人の動き（12月末現在）
人口 5,088人

（前月比 ＋118）
男    2,560人
（前月比 ＋78）
女    2,528人
（前月比 ＋40）
世帯数 2,717
（前月比 ＋119）

うち外国人　　489
うち外国人世帯　358

測定日

最高値
最低値
平均値

1月15日までの
1か月間
0.049μGy/h
0.020μGy/h
0.026μGy/h

空間放射線量率は
平常レベルです

2
月
号

今
回
は
、今
年
の
二
十
歳
の
つ
ど
い
で
、

多
く
の
人
た
ち
へ
感
謝
の
気
持
ち
と
自
分
自
身
の
未
来
へ
の

決
意
を
誓
っ
た
二
十
歳
代
表
の
答
辞
を
紹
介
し
ま
す
。

Vol.
183

　
　

答　

辞

　

本
日
は
、僕
た
ち
ニ
セ
コ
町
の
新
成
人
の
た
め
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

僕
た
ち
は
二
十
歳
と
な
り
、現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
世
界
で
夢
や
仕
事
、

家
族
、友
人
、大
切
な
も
の
を
追
って
い
る
毎
日
で
す
。僕
は
現
在
、北
海
道

大
学
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。そ
の
傍
ら
高
校
時
代
か
ら

本
格
的
に
行
って
い
る
バ
ン
ド
活
動
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

大
学
に
進
学
し
思
索
に
耽
る
中
で
、ど
ん
な
世
界
に
身
を
置
い
て
も
いつ
も
自
分
を
動
か
す
原
動
力

は「
プ
ラ
イ
ド
」、そ
し
て
自
分
の
可
能
性
を
い
つ
も
悲
観
的
に
見
せ
て
い
た
の
も
ま
た「
プ
ラ
イ
ド
」で

あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。中
学
生
の
頃
は
いつ
も
テ
ス
ト
は
㆒
番
で
な
き
ゃい
け
な
い
な
ど
と
考
え
て
い
ま
し

た
。た
か
が
20
人
そ
こ
ら
し
か
い
な
い
ク
ラ
ス
で
㆒
番
に
な
る
こ
と
に
意
味
は
あ
っ
た
の
か
と
今
に
な
り
疑

問
に
感
じ
ま
す
。そ
れ
は
当
時
の
自
分
に
は
地
元
の
大
切
な
友
人
や
家
族
と
の
楽
し
い
時
間
を
削
る
こ

と
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。し
か
し
そ
の
プ
ラ
イ
ド
は
いつ
も
僕
の
ペン
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。他
人
と
同
じ

人
生
は
歩
み
た
く
な
い
、ど
ん
な
世
界
に
い
て
も
頭
㆒
つ
飛
び
出
た
存
在
に
な
り
た
い
と
。ニ
セ
コ
で
暮
ら

し
て
い
た
こ
ろ
は
そ
の
㆒
心
で
た
だ
夢
へ
突
き
進
む
毎
日
で
し
た
。そ
ん
な
僕
を
、家
族
や
友
人
、そ
し
て

周
り
の
大
人
た
ち
は
いつ
も
優
し
く
見
守
って
く
れ
ま
し
た
。今
思
え
ば
僕
は
プ
ラ
イ
ド
が
高
く
、可
愛

げ
な
い
少
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、ニ
セ
コ
町
と
い
う
町
は
いつ
も
優
し
く
僕
の
背
中
を
押
し
て

く
れ
て
い
た
と
感
じ
ま
す
。時
に
は
大
人
た
ち
に
怒
ら
れ
、時
に
は
反
抗
し
な
が
ら
も
、た
だ
羊
蹄
山
が

美
し
く
見
え
る
こ
こ
ニ
セ
コ
町
で
走
り
回
って
い
た
あ
の
頃
は
、㆒
生
の
思
い
出
で
す
。あ
の
時
代
の
友
人

た
ち
の
笑
顔
が
、ニ
セ
コ
町
を
出
た
後
、受
験
を
始
め
自
分
を
限
界
ま
で
追
い
込
ん
で
い
た
僕
の
心
の
支

え
と
なって
い
ま
し
た
。今
目
の
前
に
い
る
み
ん
な
、あ
り
が
と
う
。

　

二
十
歳
は
人
生
の
㆒
つ
の
節
目
で
す
。こ
こ
か
ら
の
数
年
間
、職
業
が
決
ま
り
、家
庭
を
持
つ
友
人
も

出
て
く
る
で
し
ょ
う
。こ
の
20
年
間
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
僕
の
夢
は
ま
だ
㆒
つ
も

叶
って
い
な
い
の
で
す
。ま
だ
こ
の
ニ
セ
コ
町
へ
、㆒
つ
も
恩
返
し
で
き
て
い
な
い
の
で
す
。僕
は
よ
う
や
く
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
と
いって
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
ず
は
二
十
歳
に
な
る
ま
で
僕
た
ち
を
見

守
って
く
れ
た
家
族
や
町
の
方
々
、そ
し
て
友
人
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
す
。そ
し
て
こ
こ
か

ら
夢
を
叶
え
て
い
く
僕
た
ち
を
こ
れ
か
ら
も
見
守
って
ほ
し
い
と
い
う
お
願
い
で
す
。

　

僕
は
何
個
も
あ
る
夢
を
、何
年
か
かっ
た
と
し
て
も
、㆒
生
か
け
て
も
必
ず
か
な
え
ま
す
。こ
こ
に
い
る

僕
の
大
切
な
友
人
た
ち
も
、自
分
の
夢
、目
標
へ
突
き
進
ん
で
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。こ
の
20
年
間
の

感
謝
を
忘
れ
ず
、こ
れ
か
ら
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
、二
十
歳
代
表
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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朗

　2022 年も、ニセコ中央倉庫群をご利用いただき誠にありがとうございました！
2023 年も、どうぞよろしくお願いいたします。
　当館では、年末の 12 月から年明け 1 月にかけて、さまざまなイベントが行
わ れました。まず、12 月には 毎 年 恒 例 になっている Pikinini 主 催 の

「Pikinini クリスマスコンサート」と、地域おこし協力隊主催のクリスマスイベ
ントなどクリスマスを感じさせるイベントが多く開催されました。また、1 月に
は日曜日と祝日限定で 1 号倉庫にてニセコ未来サポート隊主催のキッズパーク、
さらにニセコ町在住のみなさんが主催し、ニセコエリア近隣のお店が集まった

「Niseko Matie-Bito Marché」も開催されました！
　このように年末から年明けにかけてさまざまなイベントが行われ、多くのみな
さまにご来館いただきました。今回のイベントが、さらに多くの町民のみなさま
にニセコ中央倉庫群のことを知っていただく良い機会になればと思います。同
時に、イベントなどでご来館いただいた時に、人と人とがつながり新たな出会
いが生まれる場所でありたいとも思います。

ニセコ中央倉庫群
（旧でんぷん工場･1号倉庫）
開館時間／午前9時～午後6時
休館日／毎週火曜日
TEL:0136-55-5538  
FAX:0136-55-5596

中央倉庫群通信 vol.21 人と人をつなげるイベント
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